
平戸市役所も参加しています。 

平成20年 

た　び　 だ　ち 

大交流時代への新たな航海！ 
かな 

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～ 

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

　この度、平成20年長崎県
広報コンクールにおいて、
市部「広報紙の部」で、平成
19年８月号「特集・距離～
勇気を出して～」が最優秀
賞を、そして同年７月号の
表紙が「一枚写真の部」で優
秀賞を受賞することができ
ました。取材に快くご協力
いただいたみなさんに心か
ら感謝いたします。今後と
も、市民のみなさんに親し
まれる広報紙づくりを目指
していきますので、よろし
くお願いします。 

編集室からひとこと 

［
編
集
・
発
行
］
 平
戸
市
総
務
課
　
〒
8
5
9
-5
1
9
2
 長
崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1
5
0
8
番
地
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■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
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リ
ン
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◎今月の表紙 

◎人口の動き 

■平戸市人口／38,213人（－78） 

　男性／17,970人（－51） 

　女性／20,243人（－27） 

■世帯数　14,484戸（－18） 

※（ ）は、前月との比較 

平成20年２月1日現在 

　２月９日、10日、16日、
17日の４日間、平戸港交流広
場で開催された、「平戸流海
鮮炭火焼ー冬の陣ーエビ・カ
キ祭り」での一コマ。会場には、
市内外から約8,000人が訪れ、
ウチワエビ、カキ、サザエの
基本セットのほか、ウチワエ
ビ入りおにぎり、カキ天など
平戸ならではの旬の味覚に舌
鼓を打っていました。 

　毎朝、生月大橋を通る時、
料金所のみなさんはいつも
笑顔であいさつをしてくれ
ます。帰りにも毎日「お疲
れさまです」と声をかけて
くれます。先日、最教寺で
「子泣き相撲」を取材してい
ると、料金所の人が参加さ
れているのを見かけました。
話を聞くと、ご自宅で本番
の取組に向けて何度も練習
していたとか。子どものこ
とを楽しそうに語るその姿に、
毎日の笑顔のもとを見た気
がしました。 
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平戸遺産～日本最西端の前方後円墳～平戸遺産～日本最西端の前方後円墳～ 

伝建ＮＥＷＳ、おしえて年金伝建ＮＥＷＳ、おしえて年金 

平戸温泉城下雛まつりが開幕平戸温泉城下雛まつりが開幕 

厳しい厳しい“水”水”事情変わらず！事情変わらず！ 

平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト 

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度 

平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ 

情報ひろば情報ひろば 

人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと 

シリーズ「協働」元気にするまちづくり① 

特集特集「行政改革の取り組み状況を行政改革の取り組み状況を 

　　　　　　　　　お知らせします」　　　　　　　　　お知らせします」 

受章受章（賞）おめでとうございますおめでとうございます 

「プチホテルたびらんどプチホテルたびらんど」は閉鎖しますは閉鎖します。 

まちのできごとまちのできごと 

まちのひとびとまちのひとびと 

みんなの図書館みんなの図書館 

サン・ケア平戸通信サン・ケア平戸通信 

 

シリーズ「協働」元気にするまちづくり① 

特集「行政改革の取り組み状況を 

　　　　　　　　　お知らせします」 

受章（賞）おめでとうございます 

「プチホテルたびらんど」は閉鎖します。 

まちのできごと 

まちのひとびと 

みんなの図書館 

サン・ケア平戸通信 
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平戸遺産～日本最西端の前方後円墳～ 

伝建ＮＥＷＳ、おしえて年金 

平戸温泉城下雛まつりが開幕 

厳しい“水”事情変わらず！ 

平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト 

後期高齢者医療制度 

平戸市からのお知らせ 

情報ひろば 

人口の動き・編集室からひとこと 

神楽殿 

さくらまつり 

岩の上町にある亀岡公園は桜の名所となっており、約1,000本の桜

の木が３月下旬から咲き始め、4月上旬に見ごろを迎えます。平戸

城をバックに満開の桜が咲く公園は絶好の行楽地となり、昼はお

弁当を片手に家族連れ、夜はボンボリの明かりに照らし出された

夜桜見物のみなさんでにぎわいます。ぜひ、ご家族、ご友人お誘

いあわせの上、お出かけください。 

～夜神楽 -YOKAGURA -～ 

二　剣 猿田彦 神相撲 

真剣を使って乱れ舞う 天孫降臨の一幕を演じる 平戸神楽の中で最も躍動的 

元禄時代、松浦家第29代天祥鎮信公のころ、 
家臣の橘三喜が古来から伝わる平戸の神楽を基礎としつつ、 
諸国の神楽を見てまわり、 
粋を集めて完成させたのが平戸神楽と言われており、 
松浦家の手厚い保護を受け、 
現在に伝承されている。 

平戸神楽 

◎亀岡神社神楽殿 

４月４日（金）午後７時30分～ 

3月21日（金）～4月13日（日） 

お問い合わせ　平戸観光協会（123-8600） 

平戸流海鮮炭火焼－冬の陣－ 

～エビ・カキ祭り～ 
平戸流海鮮炭火焼－冬の陣－ 

～エビ・カキ祭り～ 

旬
の
味
覚
に
大
満
足
！
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【お問い合わせ】 

　企画課地域協働推進室1内線2333 
　　　kikaku@city.hirado.lg.jp　 

　
本
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

協
働
を
施
策
の
柱
に
掲
げ
推
進
を

図
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
か
ら

は
本
格
的
に
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、

本
市
が
進
め
る
協
働
の
施
策
や
必

要
性
、
考
え
方
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
回
目
の

今
回
は
、「
協
働
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
◎
ま
ち
づ
く
り
と
は
？ 

 

　
ま
ち
づ
く
り
の
本
来
の
意
味
は

「
ま
ち
を
つ
く
る
」こ
と
で
す
が
、

明
確
な
定
義
は
な
く
、
都
市
開
発

あ
る
い
は
地
域
社
会
の
活
性
化
な

ど
、
論
じ
る
人
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
街
づ
く
り
」、「
町
づ
く
り
」な
ど

と
も
表
記
さ
れ
ま
す
が
、
ひ
ら
が

な
表
記
が
多
く
使
わ
れ
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
は「
あ
る
地
域（
ま

ち
）
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し

て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
課
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る

プ
ロ
セ
ス（
手
順
・
過
程
）の
こ
と
」

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ち

づ
く
り
は
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
行
政
と

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ

る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

◎
協
働
の
意
味 

 

　
日
本
語
に
は
、
同
じ
読
み
方
で

「
き
ょ
う
ど
う
」と
い
う
言
葉
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
共
同
」や「
協

同
」
の
場
合
は
、
単
に
一
緒
に
や

る
と
か
協
力
す
る
と
い
っ
た
意
味

に
使
わ
れ
ま
す
が
、
今
言
わ
れ
る

「
協
働
」は
、
多
種
多
様
な
も
の
が

相
ま
っ
て
新
し
い
相
乗
効
果
や
創

造
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

◎
協
働
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？ 

 

　
協
働
と
い
う
言
葉
は
、
新
し
い

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
市

で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
今
、

身
近
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も

協
働
の
一
つ
の
形
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
例

を
挙
げ
て
み
ま
す
。 

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
る
道
路

　
の
維
持
、
ク
リ
ー
ン
活
動
（
空

　
き
缶
・
空
き
瓶
・
リ
サ
イ
ク
ル

　
活
動
な
ど
） 

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

　
づ
く
り
活
動
　 

・
青
少
年
の
健
全
育
成
（
読
み
聞

　
か
せ
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
） 

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
音
訳
、

　
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
） 

・
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
活
動（
ジ

　
ャ
ン
ガ
ラ
、
須
古
踊
、
大
島
の
流

　
儀
、荻
田
浮
立
な
ど
） 

                                   

                                   

◎
協
働
が
必
要
と
な
っ
た
背
景 

 

▼
主
な
要
因 

①
社
会
的
背
景
（
少
子
化
・
高
齢

　
化
、
地
方
分
権
、
地
域
格
差
、

　
財
政
問
題
な
ど
） 

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊 

③
予
算
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る

　
時
代
で
は
な
い 

※
例
え
ば
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

　
削
減
は
お
金
だ
け
で
解
決
で
き

　
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
が
協

　
力
す
る
こ
と
で
達
成
で
き
る
課
題 

 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
地

域
社
会
の
課
題
解
決
に
、
非
営
利

で
公
共
的
・
公
益
的
活
動
を
行
う 

                  

市
民
社
会
組
織
と
行
政
が
対
等
・

平
等
な
立
場
で
、
お
互
い
を
理
解

し
尊
重
し
な
が
ら
協
働
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
行
政
で
で
き
な
か

っ
た
き
め
細
か
で
柔
軟
な
対
応
や

新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

地
域
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た

有
効
な
取
り
組
み
が
可
能
と
な
り

ま
す
。 

　
今
後
、
本
市
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
今
ま
で
以
上
に
行
政
運

営
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
や
支
援
制
度
を
確

立
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が
協

力
関
係
を
強
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
と
と
も
に
支
え
あ
う
協
働

型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

                  

◎
平
戸
市
で
も
協
働
っ
て 

　
　
　
　
　
必
要
な
こ
と
な
の
？ 

 

　
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
少
子
化
・
高
齢
化
や
過
疎
化

に
伴
い
、
産
業
・
教
育
・
福
祉
な

ど
多
種
多
様
な
課
題
が
山
積
み
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん「
自
ら
が
考
え
」、

行
政
運
営
に
積
極
的
に
参
画
す
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
特
徴
あ
る
い
は
風
土
や
資
源
を

も
う
一
度
見
直
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

                  

◎
協
働
を
進
め
る
上
で
の
原
則 

 

　
協
働
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
の
前
提
と
し
て
次
の
６
つ

の
原
則
が
あ
り
ま
す
。 

① 

対
等
の
原
則 

② 

自
立
の
原
則 

③ 

相
互
理
解
の
原
則 

④ 

共
有
の
原
則 

⑤ 

公
開
の
原
則 

⑥ 

評
価
の
原
則 

　
今
後
、
本
市
に
お
い
て
協
働
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
原

則
を
踏
ま
え
、
地
域
の
問
題
を
的

確
に
と
ら
え
、
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

◎
協
働
の
誤
解 

 

　
協
働
に
関
し
て
、
よ
く
次
の
よ

う
な
質
問
を
受
け
ま
す
。 

①
今
、
地
域
で
行
っ
て
い
る
こ
と

　
以
外
に
、
負
担
が
増
え
る
の
？ 

②
行
政
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

　
を
市
民
に
押
し
つ
け
る
の
？ 

③
何
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
こ

　
と
が
協
働
な
の
？ 

 

　
協
働
は
、
行
政
か
ら
一
方
的
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に
求
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
対
話
し
な

が
ら
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
て

い
く
、
一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
手

段
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

一人ひとりの気付きから学び、 
仲間づくり。そして協働へ…。 

　現在、全国各地では、協働によるまちづく

りが進められています。本市でも協働による

まちづくりを進めていますが、行政ができな

い部分をどう埋めていくかが課題となってい

ます。そのためには、まず「私たちの意識を

変えること」だと思っています。誰に言われ

なくても「自分たちが住むまちだから自分た

ちで」という気持ちや行動が、共に生き、共

に助け合う“協働の原点”だと思います。そう

した想いを大切に、市民のみなさんとともに

元気なまちを創っていきたいと思っています。 

協　  働 
や ら ん ば ！ 平 戸  

「市民のみなさんとともに 
　　元気なまちを創っていきたい」 

企画課地域協働推進室 

舩 原 正 司  室 長 

「協働の現状と課題」 

や ら ん ば ！ 平 戸  

＊
３ 

＊
２ 

＊
１ 

【用語解説】 
　＊１　公共とは、社会全体に関係すること。公益とは、広く社会一般の利益を指します。 
　＊２　行政区や老人会、婦人会などの地域の社会福祉のために必要な団体、あるいはＮＰＯ法人やボランティア団体などの公共的
　　　　な目的のために集まり活動する団体などを総称した呼び方 
　＊３　ここでいう「市民」とは、本市に暮らし、学び、働く全ての個人、団体、企業などをいいます。 

シ
リ
ー
ズ「
協
働
」 

元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
①
　
◎ 

協
働
の
現
状
と
課
題 
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協　  働 
や ら ん ば ！ 平 戸  

市民ニーズの多様化・高齢化・個別化  
　　◎ 社会・経済情勢の変化 
　　◎ 核家族化・少子高齢化の進行 

参画 参画 

◎市民が主体的に地域課題に向き合えるきっかけ 
◎地域の団体が地域課題の解決に向けて連携できる仕組み 

が必要 

背 

景 

市民自身の主体的な行動が大切 
 

行政の役割や活動領域に限界 

地域への誇りや愛着、住み続けたいと思う気持ち 
 

地域コミュニティの構築 
 

スリムで効率的な行政運営 

お互いを尊重した役割分担と 
ともに支え合う関係づくり 

協働によるまちづくりイメージ 

実現のためには… 

実現すると… 

　市民と行政が一体となって、まち
づくりに関する地域の課題・問題点
の解決に向けて話し合う会議 

　職員が、勤務外にボラ
ンティアで市民との協働
について、検討・推進を
図ることを目的に委員を
公募し、組織する委員会 

◎
協
働
の
課
題 

 

　
全
国
各
地
で
は
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。 

▼
今
後
、
協
働
を
進
め
る
上
で 

①
市
民
と
行
政
の
相
互
理
解 

　
お
互
い
の
特
徴
や
役
割
を
理
解

し
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
必

要
で
す
。 

②
ま
ち
づ
く
り
指
針
策
定
と 

　
意
識
啓
発 

　
協
働
に
対
す
る
意
識
高
揚
や
ま

ち
づ
く
り
指
針
策
定
と
普
及
・
啓

発
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

③
情
報
の
共
有 

　
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
関
わ
る
情

報
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

④
市
民
活
動
の
育
成
支
援 

　
市
民
活
動
を
行
う
上
で
、
人
材

や
財
源
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
も
、
団
体
の

課
題
に
応
じ
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。 

⑤
推
進
体
制
の
整
備
と 

　
職
員
力
の
向
上 

　
行
政
に
お
い
て
は
、
仕
事
を
進

め
る
上
で
縦
割
り
と
い
っ
た
感
が

強
い
こ
と
か
ら
全
庁
的
に
取
り
組

む
体
制
を
整
備
し
、
職
員
の
協
働

に
対
す
る
意
識
向
上
が
必
要
で
す
。 

◎
協
働
の
き
っ
か
け
づ
く
り 

 

　「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
そ
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
一
番
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
そ
の
た
め
の
重
要
な
施
策
と
し

て
、
本
市
で
は
、
各
市
内
小
中
学

校
区
を
単
位
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
地
域
の
課
題
・

問
題
点
の
解
決
に
向
け
て
話
し
合

う
場
と
し
て
、
「
平
戸
市
や
ら
ん

ば
会
議
」を
設
置
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
広
報
ひ
ら
ど
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
行
政
運
営
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
市
政
運
営

へ
参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や

多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
・
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

  

※
来
月
号
で
は
、
「
平
戸
市
や
ら

　
ん
ば
会
議
」
の
開
催
日
程
や
協

　
働
の
手
法
、
市
民
活
動
へ
の
支

　
援
策
な
ど
市
が
進
め
る
具
体
的

　
な
協
働
の
事
業
内
容
を
紹
介
し

　
ま
す
。 

「やらんば会議」 
地域課題を話し合う場 

知恵を出し合う・学び合う 

まちづくりの提案 

課題　　　　　解決 

まちづくり支援 

■協働によるまちづくりの進め方 

行　政 市　民 

協働まちづくり 
推進本部 

（全庁体制） 

協働プラス１ 
委員会 

ボランティア団体 
ＮＰＯ法人など 

自治会、婦人会 
老人会、ＰＴＡ 
青年団など 

「やらんば会議」 
　◎平戸地区：７か所（平戸小学校区・田助小学校区・中野中学校区・中部中学校区・南部中学校区 
　　　　　　　　　　　度島中学校区・野子中学校区） 
　◎生月地区：２か所（生月小学校区・山田小学校区） 
　◎田平地区：３か所（田平北小学校区・田平南小学校区・田平東小学校区） 
　◎大島地区：１か所（大島中学校区） 

シ
リ
ー
ズ「
協
働
」 

元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
①
　
◎ 

協
働
の
現
状
と
課
題 市　民　　協　働　　行　政 

・自分の地域は自分の手で創る 
・まちづくりに関心を持ち参画 
・地域ぐるみで連携 

・市民と協議する場の確保 
・市民の意向を施策へ反映 
・積極的な情報提供 
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区　　　　分 

行政改革取組事項一覧（平成18年度） 
 

１. 協働社会への転換 
 (1) 市民が参画する地域自治 

　①ＮＰＯ団体などの支援と地域人材の育成 

　　・既存団体に対する調査実施（企画課） 

 (2) 市民満足度を重視した透明性の高い行政 

　① 民意を反映した業務改善など（満足度調査など） 

　　・総合計画アンケート調査の実施（企画課） 

　② 民意を反映した業務改善など（納付窓口） 

　　・休日の時間外納付窓口の設置（税務課） 

　③ 職員の説明能力の向上 

　　・職場内研修などの職員研修の実施（全課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．目標管理型の行政経営への転換 
(1) 効果的かつ戦略的な行政組織 

　① 機動性の高い組織（各推進室） 

　② 機動性の高い組織（各種プロジェクト） 

　　・組織機構等検討委員会の設置（行革管理課） 

　　・事務用品等・庁舎管理検討部会の設置（同上） 

　③ 職員の資質向上 

　　・市人材育成方針に基づいた職員研修の実施 

　　　（総務課） 

(2) 選択と説明責任を両立する体制 

　① 行政評価制度の導入 

　　・事務事業評価52事業の試行（行革管理課） 

　② 広報･広聴機能の充実 

　　・広報紙・市ホームページの充実（総務課） 

　③ 計画的な施策の事業実施 

　　・振興計画に基づく計画的な事業実施（企画課） 

行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

         

行
政
改
革
の
検
証 

 

　
平
戸
市
行
政
改
革
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
18
年
度
に
取
り
組

ん
だ
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
行
政
改
革
の
進
捗
管
理

を
適
正
に
行
う
た
め
、
有
識
者
で

構
成
さ
れ
た
平
戸
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
を
昨
年
11
月
に
設
置
し
、

行
政
改
革
の
実
施
の
検
証
や
提
言

を
意
見
書
に
ま
と
め
、
３
月
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。 

 

協
働
社
会
へ
の
転
換 

 

　
協
働
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
既

存
団
体
の
現
況
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
行
政

情
報
を
広
く
解
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
資

質
向
上
を
目
的
に
、
職
場
内
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。 

                                   

                                   

                                   

目
標
管
理
型 

　
行
政
経
営
へ
の
転
換 

 

　
成
果
志
向
、
顧
客
志
向
、
競
争

原
理
な
ど
の
民
間
的
経
営
手
法
を

行
政
に
取
り
入
れ
る
た
め
、
行
政

評
価
制
度
な
ど
具
体
的
な
手
法
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
行
政
評
価
制
度
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
事
業
に
取
り
入

れ
、
目
標
設
定
、
事
業
実
施
、
現

状
分
析
と
評
価
、
改
善
の
視
点
を

業
務
に
取
り
組
む
作
業
で
あ
り
、 

平
成
18
年
度
に
お
い
て
、
各
課
と

協
議
し
て
52
の
事
務
事
業
評
価
を

試
行
し
ま
し
た
。 

 

ロ
ー
コ
ス
ト 

　
自
治
体
へ
の
転
換 

 

　
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
は
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
に「
補
助
金
な
ど
の
見
直
し
」な

ど
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
に
痛
み
を
お
願
い
す
る

立
場
と
し
て
、
直
接
市
民
に
影
響

し
な
い
行
政
内
部
経
費
の
削
減
な

ど
の
歳
出
削
減
策
の
一
つ
と
し
て

職
員
給
与
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
市
税
な
ど
の
収
納

率
の
向
上
な
ど
の
適
正
な
歳
入
確

保
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

①
総
人
件
費
の
抑
制 

　
原
則
、
職
員
の
新
規
採
用
停
止

を
目
標
に
掲
げ
、
新
た
な
行
政
課

題
へ
対
応
す
る
べ
く
、
組
織
の
見

直
し
を
行
い
、
適
正
な
職
員
配
置

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
給
与
の
抑
制
策
と
し
て
、
市
長

以
下
特
別
職
に
つ
い
て
は
市
長
12

％
、
副
市
長
以
下
10
％
の
給
与
カ

ッ
ト
、
職
員
に
つ
い
て
は
平
均
４
・

８
％
水
準
減
と
な
っ
た
新
給
料
表

に
移
行
し
、
ま
た
管
理
職
手
当
の

50
％
カ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

②
適
正
な
歳
入
確
保 

　
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上
の

取
り
組
み
で
は
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
の
観
点
か
ら
、
全
て
に
お

い
て
目
標
収
納
率
を
設
定
し
ま
し

た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
新
た
な
財
源
確
保

策
と
し
て
、
遊
休
地
の
処
分
や
分

譲
宅
地
の
売
却
、
病
院
事
業
で
は
、

病
院
事
業
診
療
科
目
の
充
実
な
ど

に
よ
る
増
収
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

③
徹
底
し
た
歳
出
削
減 

　
行
政
内
部
の
経
費
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
旅
行
パ
ッ
ク
利
用
な

ど
に
よ
る
旅
費
の
見
直
し
、
職
員

に
よ
る
庁
舎
内
清
掃
、
支
所
庁
舎

の
有
効
活
用
な
ど
に
よ
る
空
調
管

理
の
徹
底
、
同
じ
事
業
の
共
同
見

積
入
札
に
よ
る
経
常
的
な
消
耗
品

な
ど
の
一
律
削
減
策
を
主
と
し
た

取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

１．地域恊働型社会への転換 

　 （１）市民が参画する地域自治 

　 （２）市民満足度を重視した行政 

２．目標管理型行政経営への転換 

　 （１）効果的かつ戦略的な行政組織 

　 （２）選択と説明責任を両立する体制 

３．ローコスト自治体への転換 

　 （１）ローコスト自治体 

　　　　職員数の適正化 

　　　　人事管理の適正化 

　　　　民間活力の導入 

　　　　指定管理者制度の活用 

　　　　各種審議会、各種委員会などの見直し 

　　　　公営企業などの経営健全化 

　 （２）適正な歳入確保と徹底した歳出削減 

　　　　市税などの収納率の向上 

　　　　新たな財源確保の方策 

　　　　総人件費の抑制 

　　　　内部管理経費の軽減 

　　　　各種補助金などの見直し 

　 （３）事務事業の再編整理、廃止統合 

　　　　合併協議会の協定事項の再検討 

　　　　全事務事業の見直し 
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100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

103.3 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

105.6 

100.0 

100.0 

100.0 

133.3 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

102.6

 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

76.1 

124.1 

100.4 

ー 

ー 

101.7 

145.1 

ー 

67.3 

△9.8 

△0.8 

106.3 

539.4 

119.9 

578.1 

ー 

578.1 

76.1

 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

188,099 

1,450 

6,811 

ー 

ー 

700 

750 

ー 

183,587 

13,006 

78,000 

75,251 

5,900 

11,430 

3,062 

ー 

3,062 

188,099

 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

143,081 

1,800 

6,839 

ー 

ー 

712 

1,088 

ー 

123,581 

△1,271 

△642 

79,969 

31,824 

13,701 

17,700 

ー 

17,700 

143,081

　行政改革実施計画の進捗度（Ｈ18計画とＨ18実績） 

■
　
平
戸
市
行
政
改
革
実
施
計
画
年
度（
Ｈ
18
〜
Ｈ
21
） 

計画 
件数 

実績 
件数 

達成率 
（％） 

達成率 
（％） 

計　画 
効果額 
（千円） 

実　績 
効果額 
（千円） 

特　集 　　行政改革の達成状況（平成18年度） 

 

■件　数　40件　103％ 
　　　【最終年度（H21件数：91件）44％】 

■効果額　1億4,300万円　76％ 
　　　内訳　一般会計　 　 １億5,400万円　146％ 
　　　　　　　その他の会計    △1,100万円 △113％ 
　　　【最終年度（H21効果額：15億1,200万円）9.5％】 

　　行政改革に関連する指標 

＊マネジメントサイクル：事業結果を評価検証することで、抽
出された課題、問題点を解決するための改善内容を、次年度の
事業計画に反映する仕組みをいう。 

＊ 

部 門  

一般職など 

消 防 職  

公 営 企 業  

合 計  

H18 当初 

職 員 数  

457 

62 

166 

685

H19 当初 

職 員 数  

440 

73 

157 

670

退職採用 

予定者数 

退職採用 

実 績 数  

△13 

11 

△２ 

△４ 

△17 

11 

△９ 

△15

△3.7 

17.8 

△5.4 

△2.2

増減率

（％） 

定員適正化計画の達成状況 単位：人 
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計
画
の
達
成
状
況 

 

　
平
成
18
年
度
は
、
計
画
件
数
39

項
目
、
計
画
効
果
額
１
億
８
８
１

０
万
円
を
目
標
に
、
実
施
し
ま
し

た
。 

　
結
果
と
し
て
、
取
り
組
ん
だ
項

目
は
40
件
で
、
達
成
率
は
１
０
３

％
で
す
が
、
効
果
額
は
１
億
４
３

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
達
成

率
が
76
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
達
成
で
き
な
か
っ
た
項
目
は
、

歳
入
確
保
策
で
、
「
市
税
な
ど
の

収
納
率
の
向
上
」、「
新
た
な
財
源

確
保
の
方
策
」
の
２
項
目
の
達
成

率
が
ほ
か
の
項
目
と
比
較
し
て
大

き
く
差
が
出
て
い
ま
す
。 

　
会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が
１ 

億
５
２
０
万
円
の
計
画
額
に
対
し

て
、
効
果
額
１
億
５
４
０
２
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
達
成
率
で
は
１

４
６
％
と
目
標
額
以
上
の
結
果
が

出
ま
し
た
。 

 

達
成
で
き
な
か
っ
た
要
因 

 

　
主
な
原
因
は
、
「
市
税
な
ど
の

収
納
率
の
向
上
」、「
新
た
な
財
源

確
保
の
方
策
」
が
、
当
初
計
画
か

ら
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

保
育
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど
と
い

っ
た
市
の
収
入
全
般
に
、
収
納
率

の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
目
標
を
達
成
し

た
の
は
、
「
住
宅
使
用
料
」「
土
地

改
良
区
分
担
金
」
だ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
地
方
の
景
気
低
迷
と
い
っ
た
社

会
的
な
背
景
は
あ
る
も
の
の
、
市

税
全
体
に
お
い
て
総
収
納
率
が
前

年
度
を
下
回
っ
て
お
り
、
こ
こ
数

年
は
収
納
率
の
低
下
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
た
な
滞

納
対
策
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
す
。 

　
新
た
な
財
源
確
保
の
方
策
と
し

て
、
市
民
病
院
・
生
月
病
院
の
診

療
単
価
対
策
に
よ
る
増
収
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
に

実
施
さ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
（
△

３
・
２
％
）
に
よ
り
、
大
き
く
不

足
額
が
生
じ
ま
し
た
。
診
療
報
酬

改
定
に
よ
る
影
響
を
含
め
て
、
平

成
18
年
度
の
取
り
組
み
を
検
証
す

る
と
と
も
に
診
療
単
価
対
策
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。 

            

計
画
最
終
年
度
と
の
比
較 

 

　
本
計
画
に
お
け
る
各
項
目
の
達

成
率
は
、「
協
働
社
会
へ
の
転
換
」

は
27
％
、
「
目
標
管
理
型
行
政
経

営
へ
の
転
換
」は
26
％
と
、
全
体

の
４
分
の
１
程
度
に
対
し
、
「
ロ

ー
コ
ス
ト
自
治
体
へ
の
転
換
」は

54
％
と
最
も
高
い
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
18
年
２

月
に
出
さ
れ
た「
財
政
危
機
宣
言
」

を
受
け
、
こ
の
項
目
に
掲
げ
る
各

事
業
を
優
先
し
て
実
施
し
た
結
果

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。 

　
特
に
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に

直
接
影
響
し
な
い
人
件
費
の
削
減
、

行
政
内
部
経
費
の
削
減
な
ど
を
先

行
し
て
実
施
し
た
結
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。 

　
効
果
額
を
見
ま
す
と
、
当
初
計

画
で
は
12
・
５
％
の
達
成
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て

９
・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
達
成
率
が
低
い
原

因
と
し
て
は
、
全
体
の
36
％
を
占

め
る
人
件
費
の
抑
制
策
や
補
助
金

の
見
直
し
な
ど
の
項
目
が
、
平
成

19
年
度
以
降
に
効
果
が
表
れ
る
か

ら
で
す
。 

 

ま
と
め 

 

　
平
成
18
年
度
の
取
り
組
み
全
体

を
み
て
も
、
行
政
内
部
経
費
の
削

減
な
ど
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
み
、
成
果
が
現
れ
て
い
る
項

目
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
取

り
組
み
の
内
容
や
課
に
よ
っ
て
は

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
な
い
ケ

ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

全
庁
的
に
取
り
組
む
項
目
に
つ
い

て
は
、
未
実
施
の
検
証
と
目
標
の

修
正
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
応
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
で
改
善
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
の
状
況
報

告
が
３
月
と
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
度
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
年
度
末
の
決
算
後
に
各

項
目
の
検
証
を
実
施
し
、
早
い
時

期
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

３．ローコスト自治体への転換 
(1) ローコスト自治体 

 ① 行政組織の縮小化 

　・組織機構編成方針の作成（行革管理課） 

 ② 職員数の適正化（退職勧奨制度） 

　・退職勧奨制度の適正化（総務課） 

 ③ 職員数の適正化（臨時職員など） 

　・臨時職員の賃金体系の適正化（総務課） 

 ④ 人事管理の適正化 

　・人事管理に関する情報公開（総務課） 

 ⑤ 民間活力の導入（交通船事業） 

　・交通船事業民営化検討委員会の設置 

　　（大島支所産業建設課） 

 ⑥ 指定管理者制度の活用（行革管理課） 

 ⑦ 各種審議会、各種委員会などの見直し（全課） 

 ⑧ 公営企業の経営健全化（病院・水道・交通船） 

(2) 適正な歳入確保と徹底した歳出削減 

 ① 市税などの収納率の向上（関係課） 

 ② 新たな財源確保の方策（遊休地） 

　・遊休地の売却（財政課） 

 ③ 新たな財源確保の方策（分譲宅地） 

　・グリーンヒルズ分譲宅地の区画販売（財政課） 

 ④ 新たな財源確保の方策（病院事業） 

　・市民病院、生月病院の診療科目増設などの実施 

 ⑤総人件費の抑制（報酬・給料・手当・賃金） 

　・市長12％カットなど特別職給与の削減（総務課） 

   ・H17人事院勧告の完全実施など（総務課） 

　・管理職手当の削減（総務課） 

   ・賃金の見直しと旧市町村の格差是正（総務課） 

 ⑥ 内部管理経費の削減（旅費） 

　・旅費の見直し（総務課） 

 ⑦ 内部管理経費の削減（庁舎管理費など） 

　・本庁、支所庁舎管理費の抑制（総務課） 

 ⑧ 内部管理経費の削減（関係課） 

 ⑨ 各種補助金などの見直し（全課） 

(3) 事務事業の再編・整理、廃止・統合 

 ① 合併協議会での協定事項の再検討（関係課） 

 ② 全事務事業の見直し（全課） 

▲行政評価の取り組みでは、

現在実施している事業をもう

一度検証し、市民のみなさん

によりよい行政サービスを提

供するための改善活動を始め

ています。 

　行政改革実施計画の達成率（Ｈ21計画とＨ18実績） 

区　　　　　分 
 

 

１．地域恊働型社会への転換 

　 （１）市民が参画する地域自治 

　 （２）市民満足度を重視した行政 

２．目標管理型行政経営への転換 

　 （１）効果的かつ戦略的な行政組織 

　 （２）選択と説明責任を両立する体制 

３．ローコスト自治体への転換 

　 （１）ローコスト自治体 

　 （２）適正な歳入確保と徹底した歳出削減

　 （３）事務事業の再編整理、廃止統合 

合　　　　　計 
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42.9 
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9.5 

1.8 

9.5 

16.7 

9.5
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1,511,662 

101,195 

1,304,789 

105,678 

1,511,662

 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

143,081 

1,800 

123,581 

17,700 

143,081

計画 
件数 

実績 
件数 

達成率 
（％） 

達成率 
（％） 

計　画 
効果額 
（千円） 

実　績 
効果額 
（千円） 

【お問い合わせ】 

　行革管理課行革推進班1内線2483 
　　　gyokaku@city.hirado.lg.jp

行政改革の取り組み状況をお知らせします 

▲業務改善運動「ひらどカイゼン工房」で、
　事例発表する市職員 
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名
誉
市
民 

　
栗
林
　
　
　（
田
平
町
下
寺
免
） 

 

市
民
表
彰 

◎
地
方
自
治 

　
宗
像
　
良
三（
戸
石
川
町
） 

　
山
口
　
清
一（
木
場
町
） 

　
中
野
　
美
己（
岩
の
上
町
） 

　
山
添
伊
佐
美（
大
久
保
町
） 

　
田
中
　
　
　（
鏡
川
町
） 

　
川
向
愼
一
郎（
岩
の
上
町
） 

　
川
淵
　
信
行（
大
久
保
町
） 

　
近
藤
　
庄
輔（
木
引
町
） 

　
竹
田
　
光
男（
大
久
保
町
） 

　
森
　
　
悦
次（
田
平
町
田
代
免
） 

　
久
保
三
代
司（
田
平
町
山
内
免
） 

　
坂
本
　
　
忠（
田
平
町
野
田
免
） 

　
田
口
冨
美
夫（
西
中
山
町
） 

　
森
　
　
輝
滿（
田
平
町
福
崎
免
） 

　
須
藤
　
豊
博（
田
平
町
荻
田
免
） 

◎
社
会
福
祉 

　
久
保
千
鶴
子（
田
平
町
山
内
免
） 

　
米
倉
　
重
光（
田
平
町
野
田
免
） 

　
　
　
　
重
乃（
田
平
町
小
手
田
免
） 

　
辻
　
　
盛
男（
田
平
町
深
月
免
） 

　
磯
田
　
絹
子（
山
中
町
） 

　
染
川
　
　
二（
津
吉
町
） 

　
松
永
　
繁
郎（
志
々
伎
町
） 

　
塚
本
　
圀
治（
田
平
町
以
善
免
） 

　
井
手
　
光
子（
大
島
村
大
根
坂
） 

　
山
田
　
憲
道（
紐
差
町
） 

　
豊
嶋
　
信
子（
川
内
町
） 

　
松
口
　
彌
六（
中
野
大
久
保
町
） 

　
本
山
　
定
夫（
主
師
町
） 

　
川
森
　
　
晉（
志
々
伎
町
） 

　
山
口
　
耕
一（
生
月
町
壱
部
） 

　
壽
福
院
　
亮（
田
平
町
荻
田
免
） 

　
金
子
　
　
忠（
大
島
村
神
浦
） 

　
大
石
　
郁
子（
下
中
津
良
町
） 

　
松
　
　
紀
子（
大
久
保
町
） 

　
中
倉
　
光
慶（
大
島
村
前
平
） 

　
松
　
　
勝
治（
田
平
町
下
寺
免
） 

　
吉
野
キ
ヌ
ヱ（
生
月
町
南
免
） 

　
立
石
　
陽
一（
生
月
町
里
免
） 

　
大
西
　
雅
彦（
宝
亀
町
） 

◎
産
業 

　
木
寺
　
敏
夫（
鏡
川
町
） 

　
青
木
　
　
繁（
田
平
町
里
免
） 

　
恋
塚
　
一
一（
田
平
町
深
月
免
） 

　
大
坪
　
成
　（
田
平
町
山
内
免
） 

　
井
元
　
伸
治（
大
島
村
神
浦
） 

　
福
田
　
　
洋（
大
島
村
神
浦
） 

　
松
口
　
義
典（
浦
の
町
） 

　
佐
野
屋
　
勇（
浦
の
町
） 

　
力
武
　
　
正（
大
久
保
町
） 

　
山
口
　
忠
一（
大
久
保
町
） 

　
銀
吉
屋
賢
志（
大
久
保
町
） 

　
　
田
　
清
人（
木
引
田
町
） 

◎
環
境
衛
生 

　
前
川
　
武
勇（
岩
の
上
町
） 

◎
教
育
文
化 

　
池
田
　
　
信（
生
月
町
南
免
） 

　
木
田
　
昌
宏（
木
引
田
町
） 

◎
防
犯
防
災
・
交
通
安
全 

　
松
永
　
雅
司（
生
月
町
山
田
免
） 

　
中
島
　
　
昭（
田
平
町
山
内
免
） 

　
吉
田
　
弘
幸（
田
平
町
小
手
田
免
） 

　
塚
本
　
雅
英（
生
月
町
山
田
免
） 

　
稲
津
　
　
勝（
田
平
町
深
月
免
） 

　
松
田
　
耕
祐（
田
平
町
下
亀
免
） 

　
川
村
　
政
幸（
生
月
町
里
免
） 

　
森
　
　
能
範（
生
月
町
壱
部
浦
） 

　
石
山
　
五
一（
生
月
町
里
免
） 

　
宇
戸
　
　
健（
田
平
町
下
亀
免
） 

　
池
田
　
豊
継（
田
平
町
下
亀
免
） 

　
川
畑
　
浩
幸（
田
平
町
小
崎
免
） 

　
鴨
川
　
聖
志（
田
平
町
山
内
免
） 

　
平
松
　
輝
男（
大
島
村
的
山
戸
田
） 

　
土
田
　
祐
喜（
大
島
村
的
山
戸
田
） 

　
古
川
　
春
雄（
大
島
村
的
山
川
内
） 

　
冨
元
　
昭
嘉（
大
島
村
的
山
川
内
） 

◎
文
化
振
興 

　
大
島
村
盆
踊
振
興
会（
大
島
村
） 

　
大
岡
　
留
一（
生
月
町
壱
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

  

第
53
回
長
崎
県
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

美
術
作
品
展「
子
ど
も
県
展
」 

知
事
賞 

【
版
画
部
門
】 

川
下
　
正
剛（
度
島
中
学
校
３
年
） 

       【
デ
ザ
イ
ン
部
門
】 

井
元
　
美
咲（
度
島
中
学
校
３
年
） 

        

教
育
委
員
会
賞 

【
絵
画
部
門
】 

吉
永
　
栞（
中
野
小
学
校
２
年
） 

【
デ
ザ
イ
ン
部
門
】 

古
川
　
陽
子（
度
島
中
学
校
１
年
） 

【
立
体
部
門
】 

赤
木
　
奈
美（
度
島
中
学
校
３
年
） 

造
形
教
育
研
究
会
賞 

【
絵
画
部
門
】 

中
瀬
　
寿
里（
度
島
中
学
校
２
年
） 

 

長
崎
県
教
育
関
係
職
員
等
表
彰 

福
島
由
紀
夫（
度
島
中
学
校
） 

　受章（賞）おめでとうございます 

本山　作一さん（88） 
（田平町山内免） 

　昭和46年4月に平戸市
議会議員に当選以来、通
算５期20年の永きにわた
り副議長、各常任委員会
の委員を歴任され、市政
発展のために尽力されま
した。 

旭日双光章(高齢者叙勲)

山口　晃さん（47） 
（田平南小学校） 

　図工科における卓越し
た技術と熱心な指導によ
り児童の作品が毎年「子ど
も県展」で特選・入選に選
ばれています。また、各
校の教員にも図工科の指
導を行っています。 

文部科学大臣 
優秀教員表彰 

 

長崎県教育委員会表彰（優良児童生徒） 

竹田　郁さん 
（田助小学校３年） 

 
　２月６日、長崎市で行われた、長崎県教育委員会表

彰式で、竹田郁さんが、長崎県優良児童表彰を受けま

した。竹田さんは、昨年の８月15日、田助小学校区（幸

の浦）で、たくさんの子どもたちが泳いでいる中、小

さな子どもが不自然に浮いているのを発見し、大人に

知らせ、その子どもの救助につなげました。８月28日

には、平戸警察署から感謝状も授与されています。 

　２月６日、平戸文化センターで、「平戸市名誉市民称号贈呈式

並びに平成19年度平戸市市民表彰式」が行われました。 

　新・平戸市が誕生して初めてとなる「名誉市民」の称号が、生

物生態写真家の栗林　氏に贈られました。また、市民表彰は、新・

平戸市誕生後初めて行われ、各分野において、高い識見と優れ

たリーダーシップで、市政推進に長年にわたりご尽力をいただ

いた72人、１団体のみなさんに対し行われました。 

平戸市名誉市民称号贈呈式並びに 
平成19年度平戸市市民表彰式  

かおる 

 広報 ひらど　2008. ３ 
Hirado City Public Relations 10

 広報 ひらど　平成20年３月号 
Hirado City Public Relations11



　
　
　
年
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
た
「
プ

　
　
　
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」
は
、
今

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
、
民
間
に

売
却
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
旧
田
平
町
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　「
プ
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」は
、
旧
田

平
町
に
お
い
て
、
町
勢
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
48
年
11
月
１
日
、

平
戸
瀬
戸
を
望
む
絶
景
の
地
に
「
国
民
宿

舎
た
び
ら
荘
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
52
年
に
は
平
戸
大
橋
開
通
と
い
う

大
き
な
集
客
要
因
も
あ
り
、
順
調
に
客
数

を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
結
婚
式
や
各
種
祝

い
事
、
法
事
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も

広
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
元
年
に
は
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
き

の
部
屋
や
、
洋
風
の
大
ホ
ー
ル
を
備
え
た

新
館
を
増
築
し
、
客
室
総
数
30
室
、
宿
泊

定
員
１
０
０
名
の
宿
舎
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
新
た
な
顧
客
の
開
拓
を
目
指
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
13
年
10
月
に
は
、
よ
り
親

し
み
や
す
い
名
称
を
一
般
公
募
し
、
「
た

び
ら
荘
」か
ら「
プ
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」 

に
名
称
を
変
更
し
、
平
成
16
年
９
月
に
は

国
民
宿
舎
か
ら「
公
共
の
宿
」へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
施
設
の
老
朽

化
も
進
み
、
ま
た
旅
行
形
態
も
団
体
型
か

ら
個
人
・
グ
ル
ー
プ
型
が
主
流
に
な
る
な

ど
観
光
客
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
な
く
な
り
、
次
第
に
利
用
者
も
減
少

し
ま
し
た
。 

　
施
設
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年
９
月
か
ら「
指

定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

は
で
き
ず
、
将
来
的
な
展
望
も
描
け
な
い

こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度
以
降
の
運
営
断

念
を
決
断
し
ま
し
た
。 

　
４
月
以
降
は
、
民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

に
よ
る
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

宿
泊
施
設
と
し
て
、
今
年
10
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。 

　
今
後
と
も
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
３
月
31
日
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で

同
様「
プ
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

公
共
の
宿「
プ
チ
ホ
テ
ル
た
び
ら
ん
ど
」は
閉
鎖
し
ま
す
。 

今年10月、民間経営により 
　　　　新たな宿泊施設としてオープン予定！ 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
観
光
商
工
課（
1
内
線
２
２
７
７
） 

長 

「税」の大切さを学びました 

　1月31日、フランスの画伯、アラン・ボノー
ル氏が白　市長を表敬訪問しました。同氏は、
ホープドリーム開所10周年・NPO法人化記念
として、平戸文化センターで、２月１日から３
日間開催された「現代国際巨匠絵画展」に参加す
るため、今回平戸市を訪れたものです。来平中
は、サイン会を実施したり、レセプションに参
加するなどの活動を行いました。 
　今回の絵画展の収益は第11回九州・沖縄親
善ソフトボール沖縄大会への参加費とホープド
リームの施設整備資金とする予定です。 

油絵の巨匠、アラン・ボノール氏来平！ 

境内に元気な泣き声響く！ 

　２月３日の節分の日、最教
寺奥の院で、子どもの健やか
な成長を願う、節分の恒例行
事「子泣き相撲」が開かれました。
この「子泣き相撲」は、約400年
前、平戸藩主を悩ませていた
亡霊が、赤ちゃんの泣き声で
退散したという言い伝えと「泣
く子は育つ」のことわざが結び
ついて始まったといわれており、
泣いたが勝ちという一風変わ
った伝統行事です。今年は市
内外から152組の親子が参加。
１歳前後の赤ちゃんが、東西
に分かれ、行事の「ハッケヨイ」
の掛け声を合図に、どっちが
早く泣くかを競いました。 

　１月31日、津吉小学校で、租税教室が開催さ
れ、同校の児童29人が参加しました。これは、
平戸法人会（倉田友路会長）が、平戸税務署との
共催で、「税」の大切さや役割などを正しく理解
してもらおうと開催したものです。同会の山口
庄重氏を講師に迎え、ビデオとクイズを交えて、
税金が無くなったらどんな社会になるのか、税
金はなぜ必要かを学びました。児童のみなさん
は、税金が無くなると、「消防が有料になる」「公
園が無くなるかも」などの意見を述べた後、「税金
の大切さがわかりました」と話していました。 
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　１月20日、27日、２月２日の３日間、島原
市などで、「Ｕ-10キッズサッカーフェスティバ
ル」が開催され、県内から過去最多の92チーム
が参加しました。 
　このうち、平戸市からは選抜チームなど５チ
ームが参加し、カスドース平戸（選抜）が見事激
戦を勝ち抜き、３位という好成績を収めました。
同チームは、６試合で通算24得点２失点とい
う結果を残し、得点は92チーム中１位、失点
は92チーム中２位という素晴らしい成績で、
県内でもトップクラスの実力を示しました。 

世界遺産登録を目指して活発な意見交換 

まずは家庭からの思いをこめて 

サッカーフェスティバルで見事３位 

　２月５日、田平東小学校で、邦楽ワークショ
ップが開催され、５、６年生27人が参加しま
した。このワークショップは、尺八の演奏家山
本茜山氏と琴の演奏グループ菊の会が、邦楽に
親しんでもらおうと各地の小中学校で開催して
います。児童のみなさんは、演奏を鑑賞した後、
琴と尺八の演奏に挑戦しました。慣れない手つ
きながらも、伝統の和楽器に挑戦した児童のみ
なさんは、「琴も尺八も初めて触った。琴は指
使いが難しく、尺八は音をなかなか出せなかっ
たけど、楽しかった」と話していました。 

　２月８日、猶興館高校で、昨年７月まで県の
外国語指導助手（ＡＬＴ）として中部中学校など
を指導していたスチュワート・ウォレスさんが、
同校の１年生のみなさんに凱旋ティーチングを
行いました。スチュワートさんは、現在、中国・
広東省深　市に赴任されており、休暇を利用し
て平戸を訪問。同校１年生の修学旅行の行き先
が中国であると知り、何か力になれないかと思
い、母の会の企画によりこの授業が実現しまし
た。スチュワートさんは、「また平戸で教えること
ができてよかった」と話していました。 

　２月９日、田平中学校体育館と北松農業高校
体育館で第14回平戸市教育長杯中学女子バレ
ーボール大会が開催され、市内の中学校のほか
北松地区、松浦地区、佐世保地区から17チー
ムが参加しました。フルセットにもつれる試合
も多くあり、一進一退の白熱した試合が繰り広
げられました。大会結果は次のとおり。 
■優　勝　中部中学校 
■準優勝　田平中学校 
■３　位　南部中学校、小佐々中学校 
 

　２月10日、「いきつきロード2008大会」が生月
町で行われました。大会は、年齢別、距離別、
親子で参加するファミリーの部が行われ、市内
外から参加した約800人の選手が健脚を競いま
した。選手のみなさんは、沿道からの割れんば
かりの大きな声援を背に、磯の香りを満喫しな
がら生月島の海岸線を力走。ファミリーの部で
は、先を急ぐ子どもに必死についていく母親の
姿なども見られました。大会終了後は、恒例の
婦人会によるぜんざいが選手のみなさんに振る
舞われ、疲れた体を癒していました。 

　市では、生涯学習を推進するため、多彩な学
習機会を提供しようと２月を「生涯学習月間」に
定めており、今年も市内各地で講演会や各種講
座などたくさんの事業が展開されました。この
うち11日、平戸文化センターでは、第３回市民
生涯学習講演会が行われ、チベット出身の声楽
家、バイマーヤンジンさんが「家族のきずな、
幸せのかたち」として講演。「国際結婚を乗り越
えられたのは、家族がいたから。努力なしでは
幸せはありえません。気持ちを伝えるためには
会話が必要です」と、家族の大切さを訴えました。 

スチュワートさんが凱旋ティーチング 

磯の香りを感じながら健脚を競う！ 

家族がいたから今の私がいるんです 伝統の和楽器に親しむ 

中部中学校が２連覇 

　２月３日、田平天主堂信徒会館で、「長崎の
教会群とキリスト教関連遺産シンポジウム」が開催
され、市民のみなさん約200人が参加しました。
長崎出身の歌手、佐田怜子さんによるミニコン
サートのあと、長崎国際大学の片岡力教授と細
田亜津子教授が『地域の「たからもの」から世界の「た
からもの」へ』と題して基調講演しました。その後、
白　市長もパネルディスカッションに参加し、
世界遺産登録までの課題や問題点などについて
市民のみなさんと活発な意見が交わされました。 

　２月１日、市役所で、平成19年度男女共同
参画一行詩作品の表彰が行われました。市では、
昨年10月、男女共同参画社会を実現するため
の啓発活動の一環として、男女共同参画をテー
マにした一行詩を募集。22作品が市民のみな
さんから寄せられ、市男女共同参画推進協議会
委員による審査の結果、岩の上町の尾上よしみ
さんの作品「ありがとう。照れて　言えない言
葉でも　口に出せれば　一歩前進」が優秀賞に
選ばれました。表彰された標語は今後、男女共
同参画推進活動に活用させていただきます。 

おのうえ 

しん せん 
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神田　典子さん（27歳・生月町壱部） 
こう だ　　　のり こ 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 
「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。  
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。  
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。 

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　総務課広報広聴班　E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp

クラブ紹介 

募集しています
 

■勤務先 

　ながさき西海農業協同組合山田支店 
■ニックネーム 

　ノリコ 

■性格は？ 

　明るく活発 

■趣味・特技 

　バレーボール 

「地元のみなさんから慕われる職員を 
　　　　　　　　　　　　　目指しています」 

★お誕生日おめでとう！★ 

　ながさき西海農業協同組合に就職し８年目の神田さ
んは、窓口で主に貯金を担当しています。貯金以外で
は保険を取り扱ったり、農協のイベントがあれば告知
に走り回ったりと、忙しい毎日を送っています。「お
客さんと笑顔で接すること、できるだけ自分から声を
かけることを心がけています。地元のみなさんから慕
われる、誰からも気軽に声をかけられる職員を目指し
て頑張っています」と笑顔で話してくれました。 

「手作りの随筆集で、 
　　　　　　　　100号達成しました！」 

「手先を使って、バッグやバスケットなど 
　　　クラフト作品を作ってみませんか？」 
 

　「桟」友の会は、平成３年２月に発足し、今年20年目を迎

えた、随筆集「桟」を作成しているクラブです。「桟」には随

筆や短歌、俳句などを掲載しています。56号までは月刊で

したが、平成９年４月から季刊にし、ページ数も増やしま

した。原稿を書き、校正、印刷まで、全て自分たちで行っ

ています。挿絵も会員が描いたもので、まさに手作りの随

筆集です。今年の１月

には、記念すべき100

号が完成。創刊号から

ファイルに綴り、平戸

図書館に寄贈しました。

年齢や性別を問いませ

んので、市民のみなさ

んの参加をお待ちして

います。 

 
 

　クラフトなのはなは、公民館講座の一環で始めたのがき

っかけで、現在活動５年目を迎えています。クラフトとは、

荷造り用の紐を編んでバッグやバスケットなどを作る手芸

のことです。有安ジンさんが講師として部員を指導し、毎

月１つの作品を作ることを目標に頑張っています。クラフ

トの楽しみは、何といっても作品が出来上がったときの喜

びです。クラフトなのはなでは現在部員を募集しています。

私たちと一緒に

和気あいあいと

した雰囲気の中

で、一緒に作品

を作ってみませ

んか？興味のあ

る人はぜひ一度

遊びにきてくだ

さい。 

 

活 動 日／第２・第４火曜日 
活動会場／北部公民館和室（大） 
対 象 者／女性ならどなたでもＯＫ！ 
連 絡 先／代表宅　124-2660 
部 員 数／13人 
参 加 費／月額　1,000円 

代　　表／近藤　孝子さん（大山町） 

■■活動ＤＡＴＡ■■ 

末永　菜那ちゃん 
  　　  （Ｈ19.３.15生） 

すえなが　    な   な 

～尚幹さん・温子さんの次女～ 
 ≪生月町山田免≫ 

藤村　亮汰くん 
  　　  （Ｈ19.３.19生） 

 

ふじむら  　りょうた 

～尚慶さん・美香代さんの長男～ 
≪山中町≫ 

 
 

笑顔が似合う 
女の子になってネ！ 
笑顔が似合う 

女の子になってネ！ 

竹崎　智くん 
　　　　（Ｈ17.３.16生） 

たけざき　 さとる 

～嗣郎さん・洋子さんの長男～ 
≪生月町里免≫ 

 

智の笑顔に 
まわりもニコニコになるよ！ 

智の笑顔に 
まわりもニコニコになるよ！ 

10か月で歩いて早かったね。 
春には公園デビューしよっ！ 
10か月で歩いて早かったね。 
春には公園デビューしよっ！ 

■■活動ＤＡＴＡ■■ 

もりせ　　はるの すけ 

こんどう たか こ 

活 動 日／不定期 
活動会場／主に各自宅 
対 象 者／どなたでもOK 
連 絡 先／代表宅　122-5470 
部 員 数／40人 
参 加 費／年額　3,000円 

代　　表／森　　春之助さん（戸石川町） 

かけはし 
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～ 
■赤ちゃんおはなし会　11日（火）午前10時30分～ 

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 

■５年３組リョウタ組／石田　衣良 
■はじまらないティータイム／原田　ひ香 
■キュア／田口ランディ 
■会津・友の墓標／西村京太郎 
■こころげそう　男女九人お江戸の恋ものがたり／畠中　恵 
■松風の人　吉田松陰とその門下／津本　陽 
■落ちこぼれ／茨木のり子 
■日本の10大新宗教／島田　裕巳 
■生活保護ｖｓワーキングプア／大山　典宏 
■アイヌの歴史　海と宝のノマド／瀬川　拓郎 
■風と風車のはなし／牛山　泉 
■形とくらしの雑草図鑑／岩瀬　徹 
■福島孝徳脳外科医 奇跡の指先／PHP研究所 
■セルライト超燃焼リンパマッサージ／渡辺　佳子 
■くりかえしレシピ／日本放送出版協会 
 

［３月の休館日］ 
　毎週月曜日（３日・10日・17日・24日） 
　年度末図書整理（28日・金～31日・月） 
　春分の日（20日・木） 

［３月の休館日］ 
　毎週月曜日（３日・10日・17日・24日） 
　年度末図書整理（28日・金～31日・月） 
　春分の日（20日・木） 

■おかあさんとさくらの木／田中　清代 
■よもぎのはらのおともだち／やまわきゆりこ 
■うさぎ座の夜／味戸ケイコ 
■ぎったんこばったんこ／柚木沙弥郎　　　 
■せんりゅうのえほん／斎藤　隆夫 
■狂言えほん　かきやまぶし／大島　妙子 
■かわべのトンイとスニ／キムジェホン 
■おじいちゃんのところ／ジェームズ・スティーブンソン 
■さかさやまのさくらでんせつ／二宮由紀子 
■ひとりざむらいとこうちょうせんせい／斉藤　洋 
■若おかみは小学生！PART11／令丈ヒロ子　　　 
■ちいさくても大丈夫／ロベルト・カルロス 
■あのころ、先生がいた。／伊藤比呂美 
■地球温暖化、しずみゆく楽園ツバル／山本　敏晴　　　 
■おやこ寄席 桂文我／桂　文我　　　 

児
　
童
　
書 

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）１日・22日 
■映画会　８日 
　・ごめんね、ミーちゃん　・こらッのおじいちゃん 
■子ども利用者の集い　15日 

永田記念図書館 

■ひとりの時間／華恵 
■闇刑事Ⅲ／広山　義慶 
■いつかは恋を／藤田　宜永 
■被告医師／藤本　恵子 
■幸福日和／盛田　隆二 
■松谷みよ子全エッセイ１／松谷みよ子 
■事変／池宮彰 一郎 
■話はめぐる～聞き手から語り手へ～／佐藤　凉子 
■裏方名人／足立　紀尚 
■ちょっと昔の道具たち／岩井　宏實 
■脳が冴える１５の習慣／築山　節 
■もっちりシフォン さっくりクッキー どっしりケーキ／なかしましほ 
■松居一代の開運おそうじ本／松居　一代 　 
■無農薬・有機のイネつくり／稲葉　光國  
■家庭でできるキノコつくり／大貫　敬二  

『忙しいパパのための子育て 
ハッピーアドバイス』 

■すすむ／Ｕ．Ｇ．サトー  
■ちいさなくろいいし／マレーク・ベロニカ  
■ふくろうのそめや／奥山多恵子  
■アルマジロくんとカメくん／さとうあや  
■おひさまはいつも／八木マリヨ  
■ごとおべえがいく―ひきがえるのはる／西村　繁男  
■ニワシドリ／鈴木まもる 
■さかさのこもりくんとおおもり／あきやまただし  
■まめうしのももいろのはる／あきやまただし  
■おともだちどっきり／いもとようこ 
■さくらのさくひ／福原ゆきお 
■おおかみペコペコ／宮西　達也 
■トイレのおかげ／森枝　雄司 
■進化の迷路／香川元太郎 
■千年の時をこえて／沢村　凛 

作／明橋　大二 
出版社／１万年堂出版 

　夫婦のコミュニケーションがうま
くいっていると、子どもも安心して
成長し、自立していきます。実は、
父親の子育てで、最も大切なポイン
トは『母親の心をいかに支えるか』
です。  

　「誰が、自殺なんて」「それがきちん
と覚えていないんだ…」不可思議なタ
イムスリップで3か月先から戻された
依田は、これから起こる「誰か」の自殺
を止めるため、同級生と「放課後の名
前探し」を始める青春ミステリー 

　花から花へ、忙しく飛び回るミツ
バチ。女王バチとはたらきバチの役
割や、巣の仕組み、たまごから幼虫、
サナギ、成虫になるまでの成長など
写真で紹介します。 

『わたしとなかよし』 
作／ナンシー・カールソン 
出版社／瑞雲舎 

　お絵かきしているときも、自転車
をこいでいるときも、本をよんでい
るときも、わたしは、いつも、わた
しと一緒。わたしは、わたしのこと
が好き。自分を大事にすることの大
切さを教えてくれる絵本です。 

『名前探しの放課後 
              （上・下）』 
 著者名／辻村　深月　 
出版社／講談社 

『ミツバチ』　 

著者名／栗林　　（写真） 
出版社／リブリオ出版 

22-4017 28-0128

川　　　子さん（79） 
　　　　　　　（生月町壱部浦在住） 

　以前営んでいた写真屋を10年前に
やめてから日本舞踊とバンド活動を
行っています。バンド活動は生月町
内のカフェで週1回行っており、演
奏会も近くのカフェで行い、毎日夢
中で過ごしています。 

　食生活などで気を使っていると
ころはありません。気の向くまま
肩肘張らずに生活することでしょ
うか。 

　森藤食堂の２代目として毎日、朝
から夕方６時まで店をきりもりして
います。少々の怪我でも店を休むこ
となく、店のことを一番に考え家事
もしっかりこなしています。 

　働くことが楽しみです。頭の体
操のために毎日食事の献立を考え
たり、食堂のはしを袋に入れ指先
を使うよう心がけています。 

児
　
童
　
書 

一
　
般
　
書 

一
　
般
　
書 

森　須磨子さん（86） 
　　　　　　　　　　（崎方町在住） 

■平戸市保健センター（サン・ケア平戸）  

  128－1000　 
■生月支所市民協働課福祉保健班 

  153－2111
■田平町福祉保健センター 

  157－0977
■大島支所市民協働課福祉保健班 

  155－2511

かわ     べ もり れい    こ す　　ま　　こ 

 「
子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
」 

３
月
１
日（
土
）〜
３
月
７
日（
金
） 

 

　
子
ど
も

に
対
す
る

予
防
接
種

へ
の
関
心

を
高
め
、
接
種
率

向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
子
ど
も
の
予
防
接
種
週

間
」が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
期
間
中
は
、
通
常
の
診
療
時
間

に
予
防
接
種
が
受
け
に
く
い
人
の
た
め

に
、
左
記
の
市
内
医
療
機
関
で
は
、
土
・

日
曜
日
も
個
別
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
予

防
接
種
を
済
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。 

※
接
種
の
際
は
、
必
ず
医
療
機
関
に
予

　
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
３
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
） 

　
実
施
医
療
機
関 

　
柿
添
病
院
・
北
川
病
院
・
幸
福
堂
医

院
・
青
洲
会
病
院
・
谷
川
病
院
・
平
戸

市
民
病
院（
平
戸
市
民
病
院
は
２
日
午

後
は
実
施
し
ま
せ
ん
。） 

　
平
日
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
日
程

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
平
成
18
年
６
月
の
予
防
接
種

法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
予
防
接
種
第
２
期（
小
学
校

就
学
前
１
年
間
、
い
わ
ゆ
る
年
長
児
）

が
定
期
の
予
防
接
種
対
象
者
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
接
種
し
て
い
な
い

年
長
児
は
３
月
31
日(

月)

ま
で
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
食
生
活
改
善
推
進
員 

　
　
養
成
講
座
」
の
お
知
ら
せ 

 

　
食
生
活
改
善
推
進
員（
愛
称
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）は『
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手

で
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
う
す
味
の
定

着
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
習

慣
化
を
目
標
に
、
料
理
教
室
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　
市
で
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
養
成
講

座
を
開
催
し
、
地
域
で
活
動
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
と
　
き
　
平
成
20
年
４
月
か
ら
約
２

　
年
間（
約
２
か
月
に
１
回
の
講
座
） 

○
と
こ
ろ
　
地
区
公
民
館
な
ど 

○
内
　
容
　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健

　
康
づ
く
り
講
座
・
調
理
実
習 

○
募
集
人
員
　
30
人（
先
着
順
） 

○
対
　
象
　
成
人
男
女 

○
受
講
料
　
無
料 

○
申
し
込
み
方
法
　
３
月
31
日（
月
）ま

　
で
に
サ
ン
・
ケ
ア
平
戸
へ
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 
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新着図書紹介 このほかたくさんの 
新着図書があります!!

みんなの図書館 みんなの図書館 
としょかん サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 



■保険福祉課国保年金班（1内線2590）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

！ 年金 年金 
おしえて 

年金 
おしえて 

DEN 
　 
　 
KEN

Vol.29

■名　称　岳崎古墳 

■種　別　県指定史跡 

■指定年月日　平成19年８月31日 

■所有者　赤木定幸外 

■所在地　田平町岳崎免 

文化財ＤＡＴA

■名　称 

　笠松天神社古墳 

■種　別 

　県指定史跡 

■指定年月日 

　平成19年８月31日 

■管理者　笠松天神社氏子 

■所在地　田平町小手田免 

文化財ＤＡＴA

県
指
定
史
跡 

         

　
平
成
19
年
８
月
31
日
、
田
平
町
に
あ
る

２
つ
の
古
墳
が
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
笠
松
天
神
社
古
墳
と
岳
崎
古
墳
、

と
も
に
前
方
後
円
墳
で
す
。 

　
３
世
紀
か
ら
７
世
紀
、
全
国
に
墳
丘
を

持
つ
お
墓
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ
の
数
15

万
基
以
上
、
そ
の
時
代
は
古
墳
時
代
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘
の
形
か
ら
方
墳･

円
墳･

前
方
後
円
墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
円
墳
と
方
墳
を
組
み
合
わ
せ
た
よ

う
な
形
の
前
方
後
円
墳
は
そ
の
地
域
の
首

長
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
長
崎
県
内
は
古
墳
が
少
な
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
前
方
後
円
墳
は
更
に
少
な
く
、
25

基
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
大
半

は
壱
岐
対
馬
に
あ
り
、
本
土
部
に
は
８
基

あ
る
の
み
で
す
。
笠
松
天
神
社
古
墳
と
岳

崎
古
墳
は
稀
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
日
本
最
西
に
位
置
す
る
前
方
後
円
墳

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
県
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。 

   

　
笠
松
天
神
社
古
墳
は
、
弥
生
時
代
の
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
る
里
田
原
遺
跡
の
南
側

丘
陵
部
に
あ
り
ま
す
。
前
方
部
が
道
の
た

め
削
ら
れ
て
い
て
、
現
在
の
長
さ
は
34
ｍ
。

後
円
部
の
直
径
22
ｍ
。
昭
和
63
年
に
発
掘

調
査
さ
れ
ま
し
た
が
、
埋
葬
部
は
板
石
が

散
乱
し
た
状
態
で
、
過
去
に
盗
掘
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

墳
形
か
ら
４
世
紀
の
中
ご
ろ
ま
で
に
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

     

 

学生納付特例申請の簡素化について 

　平成19年度に学生納付特例を承認された人のうち平成20年度も引き続き在学予定の人へ、３月

下旬に基礎年金番号の印字されたハガキ形式の申請書が社会保険庁から送付されます。同一の学校

に在学する場合は、このハガキに必要最小限の記載事項を記入し、提出するだけで平成20年度の

申請ができます。この場合は、在学証明書または学生証は不要です。 

　なお、はじめて学生納付特例の申請をする場合は、従来どおり在学証明書が必要です。 

 

お問い合わせは「ねんきんダイヤル」へ　　 

　1 

　※「0570」の最初の「０」を省略したり、市外局番を付けて間違い電話になっているケースが発　

　　生していますので、おかけ間違いにご注意ください。 

 

『国民年金の届出を忘れずに』 

　春は「就職」「退職」「転勤」などの異動が多い季節です。これらの節目には国民年金の届け出を忘れ

ずに行ってください。 

笠
松
天
神
社
古
墳 

日
本
最
西
端
の 

　
前
方
後
円
墳 

 

     

　
岳
崎
古
墳
は
田
平
町
北
部
、
釜
田
港
を

見
下
ろ
す
丘
陵
の
先
端
近
く
、
海
岸
に
平

行
し
て
築
か
れ
た
古
墳
で
す
。
全
長
約
60

ｍ
、
後
円
部
径
39
ｍ
、
県
で
４
番
目
、
本

土
部
で
は
島
原
市
の
吾
妻
大
塚
古
墳
に
つ

い
で
２
番
目
の
大
き
さ
で
す
。
平
成
９
年

度
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
板
石
を
積

み
重
ね
て
粘
土
で
目
張
り
し
た
石
室
や
墳

丘
斜
面
に
葺
石
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

埴
輪
や
周
濠
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
築

造
時
期
は
４
世
紀
後
半
か
ら
５
世
紀
前
半

で
、
当
時
の
大
和
政
権
が
朝
鮮
半
島
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
た
時
期
に
あ
た
り
、
大

和
政
権
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
古

墳
で
す
。 

平戸市大島村神浦伝統的建造物群保存地区 

　保存地区の名称の決定には歴史的な裏付け

が求められます。「的山大島」や「大

島村」、「神浦」という地名はいつ

ごろから使用されていたのでしょうか。

大島は遣明船の寄港滞在など古くか

ら海上交通の要衝であったことから「あ

づき(ち)島」として内外に知られています。

1452年の「允澎入唐記」に小豆大島、1471

年の朝鮮の「海東諸国記」に小豆之大豆(島)、

1475年の大島氏の「来島文書」に室町幕府か

ら肥州小豆大嶋殿とあります。 

“的山”については、本山神社の資料に「神

社で流鏑馬のときに弓矢の的を置く土の台を

作っていたことから郷名を的山とした」とあ

ります。大島は福岡県の大島、西彼杵郡の大

島とともに航海の折に梶をきって方向を

変えるポイントとして「梶目大島」と

いわれ航海の目当てとなり、島の姿

から的山大島と呼んだという説もあり、

全国に数ある大島と識別するための名

称と思われます。“あづち”は、「あむつち・

いくはどころ」という意味です。大島村と神浦

については、1656年の「田方帳抜書」・「畑方

帳抜書」に神浦・神浦村神野浦免、1699年の

旧平戸領図には大嶋村ノ内神浦とあり、神浦

の成立が17世紀にさかのぼることを示してい

ます。 

■お問い合わせ　教育委員会大島分室（1内線6140） 

あ  づ  ち 
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▲岳崎古墳 ▲笠松天神社古墳 
 

▲位置図 
 

おお  しま  むら   の   うち 

はた かた 
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平　戸平　戸 

厳しい“水”事情変わらず 

　特に「生月地区」は深刻な事態に 

※市ホームページで随時各貯水施設の貯水率を公開しています。(「トップページ」→「くらしの便利帳」→「水道」→「貯水率情報」）　
URL  http://www.city.hirado.nagasaki.jp/city/

■降水の状況 

　長引く少雨傾向により、貯水施設（ダムなど）の貯

水量が減少しています。昨年11月12日に市渇水対策

本部を設置し、断水を避けるためさまざまな渇水対

策を行いましたが、抜本的な解決には至っていません。 

　２月22日（金）現在の平戸北部地区の貯水率は58.6％、

生月地区の貯水率は29.0％となっています。 

　平戸北部・南部地区では、地下水や河川からの取

水を行うなど対策を講じていますが、生月地区では

ダムを主水源としていることからこのまま雨が降ら

なければ非常に深刻な事態になります。 

　平戸北部・南部地区および生月地区のみなさんには、

減圧給水で大変ご迷惑をおかけしていますが、なお

一層の「節水」へのご理解とご協力をお願いします。 

　なお、平戸中部・田平・大島地区は、今のところ

給水制限の予定はありません。 

 

お問い合わせ　水道局122-3838

　１月の降水量は、66mmでした。これは、平

年降水89.5mmを下回るもので依然として少雨

傾向が続いているものと思われます。２月も

8.5mm（２/21現在）と平年降水量95.8mmを下

回っており、今後相当の雨が降らなければ、１

月に続き２月も平年降水量を下回る結果となり

そうです。 

　このようなことから、平戸北部・南部および

生月地区では引き続き給水制限を継続しなけれ

ばならない状況です。 

①平戸北部・南部地区および生月地区の減圧給水を継続します。 

②神曽根ダムへの河川からの臨時取水を継続します。 

③一般家庭と併せ、公共施設や大量使用者への節水呼びかけを強化します。 

④県や関係機関などと協議を図りながら、河川・ため池などからの取水を検討します。 

※１　降水により貯水率が上昇した場合、貯水率80％を目安に減圧給水を解除します。 

※２　上記の「今後の渇水対策」は、今後の降水状況により変更となる場合があります。 

貯水施設名称（位置） 

神曽根ダム（下中野町） 

箕坪ダム（下中野町） 

大元兼用池（下中津良町） 

川内兼用池（東中山町） 

福良兼用池（野子町） 

早福砂防ダム（早福町） 

神の川ダム（南免） 

桜川ダム（南免） 

久吹ダム（福崎免・岳崎免） 

東流川砂防ダム（前平） 

轟川砂防ダム（的山川内） 

10/22 
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地　区 

平　戸 

 

 

 

 

 

生　月 

 

田　平 

大　島 

単位：％ 

　先月２月15日からスタートした平戸温泉城下雛まつりですが、

各拠点会場や商店街の店先にはご覧のようにさまざまなお雛様が

お目見えし、行きかう人々の目を楽しませてくれています。 

　松浦史料博物館には平戸幼稚園所有の日米友情人形「エレン・Ｃ」

が特別展示されます。 

　日米関係の改善と世界平和の夢を託された日米の友好人形、そ

して無病息災と健やかな成長を願い、母から娘へと送られる雛人

形。思いを託された人形たちが集い、今静かに私たちに微笑み、

語りかけています。 

　寒い冬も終わりを告げ、春の足音が聞こえてくる早春の平戸路

を雛人形を探しながらみなさんも歩いてみませんか？ 

 

お問い合わせ  

　平戸温泉・城下雛まつり実行委員会（123-8600） 

【拠点会場（有料）】  
　松浦史料博物館、平戸城、 

　平戸観光資料館、梅ヶ谷津偕楽園  

【拠点会場（無料）】 
　旧白川旅館（崎方町）、婆娑羅（浦の町）、

　旧親和銀行平戸中央支店（宮の町）、 

　按針の館（木引田町） 

歴史の街の、お雛様。 
びな 

２月15日（金）～４月３日（木）木） 
開　幕 

歴史の街の、お雛様。 
びな 

２月15日（金）～４月３日（木） 
開　幕 

◎お雛さまコンサート 
　毎週土曜日開催  ●婆娑羅 

◎押し花雛人形作り 
　３月１日（土）午前10時～午後２時 ●旧親和銀行平戸中央支店 
◎ぜんざい無料配布・チャリティバザー 
　３月２日（日）午後１時～午後４時  ●按針の館 

◎お茶会(鎮信流) 
　３月９日（日）午前10時～　●旧親和銀行平戸中央支店 

◎ネイルアート体験 
　３月９日（日）午後１時～午後４時  ●按針の館 

◎メイクアップワークショップ 
　３月15日（土）午後２時～午後５時　 ●旧白川旅館 

◎平戸城下雛の市 
　３月16日（日）午前10時～  ●旧親和銀行平戸中央支店 

◎袋・繭玉作り体験 
　３月16日（日）午後１時～午後４時  ●按針の館 

※各拠点会場において、そのほか各種イベントを開催する
　予定です。 

日米友情人形「エレン・Ｃ」特別展示 
３月４日（火）～４月３日（木） ●松浦史料博物館 

　昭和２年（1927年）４月、

米国オハイオ州ウィルミン

トンフレンズ派（クウェー

カー教）初等部より「エレン・

C」という人形の贈呈を受け

ました。この人形は昭和初

期、日本人の移民問題から

日米関係が悪化してきたこ

とに心を痛めた親日家のギ

ューリック博士が子どもた

ちを通して、日米関係の改

善と世界平和の夢を託そう

と今から80年ほど前に行われた友情の人形交流のうち

の１体です。戦禍を免れ、状態もよく保存されており

大変貴重な人形です。 

▲期間中、市内の商店街では、
　さまざまな雛人形が店先
　を彩っています。 

■貯水率の推移 

■今後の渇水対策  

▲貯水率20.9％の神の川ダム 
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■降水状況（単位：mm)
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老人医療受給者証 
保険証 

（国保、社保、共済など） 
※老人医療受給者証はなくなります。 
※名刺サイズのカード方式です。 

後期高齢者医療被保険者証 

老人医療受給者証をお持ちのみなさんに、 

新しい保険証（後期高齢者医療被保険者証）を３月下旬に送付します。 

75歳以上の人（および65歳以上で一定の障害があり認定を受けた人） 

○75歳以上の人（一定以上の障害のある人は65歳以上）が対象となる、 
　老人保健制度に替わる新しい制度です。 

○平成20年４月１日（火）から開始されます。 

○医療費の負担割合は、現在の老人保健制度と同様に、一般の方は１割、 
　現役並み所得者は３割です。 

○申請やお届けなどの窓口は、保険福祉課国保年金班で行い、 

　制度の運営を長崎県後期高齢者医療広域連合が行います。 

○保険料の納付は、原則として年金天引きとなります。（年金額が年額18万円未満の人などを除く） 

　→これまで加入されていた国民健康保険や被用者保険（社会保険など）から移行することになりますの

　　で、これらの医療保険で負担していた保険料に代わり、後期高齢者医療制度の保険料を納めます。 

　→被用者保険（社会保険など）の被扶養者としてこれまで保険料を払っていなかった人は、一定期間猶

　　予・軽減措置があります。　 

お問い合わせ　保険福祉課国保年金班（1内線2592）／長崎県後期高齢者医療広域連合（1095-816-3930） 

◎窓口で提示するもの ◎窓口で提示するもの 

◆後期高齢者医療制度のポイント◆後期高齢者医療制度のポイント ◆後期高齢者医療制度のポイント◆後期高齢者医療制度のポイント ◆後期高齢者医療制度のポイント 

老人保健制度 後期高齢者医療制度 

老人保健制度から　　後期高齢者医療制度へ 
今年４月から 今年３月まで 

・75歳以上の国保被保険者 

・75歳以上の会社の健康保険、共済組合、船員

　保険などの被保険者および被扶養者 

・65歳以上で一定の障害があり認定を受けた人 

老人保健制度において、それぞれの被保険者な

どであったみなさんは、一律に後期高齢者医療

制度の被保険者となります。 

※手続きは必要ありません。 

※老人保健制度で障害認定を受けている人は、認定の取り下げ申請をすることができます。 

◎対象者◎  

　「特産品開発」、「食・地産地消」、「もてなし」、「体験型観光」、の４つの分野における人材を育成し、 

地域産業の再生による雇用の創出を目的に実施しているこのプロジェクトは、 

9月から実施した『基礎講座』に多数の方にご参加いただきました。 

また、12月からは基礎編を終了したみなさんを対象として、 

個別課題を解決するために実践編として各分野の専門家を派遣し『個別指導』を行っています。 

３月も全国で活躍されている「食環境ジャーナリスト 金丸弘美 氏」をお招きして、 

「食」のワークショップ‐平戸素材の劇場‐を開催しますので、ぜひご参加ください。 

 

平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト 
観光産業を核に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！ 

食のワークショップ【初企画】 
　　　地元の景観を生かし、地元素材にスポットをあてたワークショップを９月から３月まで計６回行います。 

お問い合わせ　平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）1内線2276 
　E-Mail：kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp 

　U R L：http://www.city.hirado.nagasaki.jp/jinzai/ 

※どなたでも参加できますが、参加を希望する場合、事前に申込みが必要です。応募多数の場合、参加できな　

　い場合がありますのであらかじめご了承ください。 

　１月22日、白石漁港「あやか水産」（主師町）で、第４回「食のワークショップ‐平

戸素材の劇場‐」が開催され、市内外から約20人が参加しました。その日の朝に獲

れた新鮮な魚を、「豊鮨」の寿司職人の兄弟、兄・尾崎豊和さんと弟・慎悟さんがそ

の場で寿司や刺身、あら汁などに調理しました。中でも、「ひらめの５枚おろし」の

実演調理には参加者のみなさんも興味津々で、その技法を学ぼうとさまざまな質問

をしていました。 

　参加したみなさんは、食環境ジャーナリストの金丸弘美氏の説明のもと、生産者

の「こだわり」の声を聞きながら、楽しくおいしく学んでいました。 

『古き建物群と本物素材の田舎料理』 

『海の豊かな幸を握る』が開催されました 

「食のワークショップ‐平戸素材の劇場‐」 

　○と　き　　３月７日（金）午前10時～午後１時 

　○ところ　　神浦地区伝統的建造物群（平戸市大島村神浦ＪＡ前） 

　○参加費　　2,500円（フェリー代別） 

　○定　員　　30人限定【先着順】 

　○講　師　　食環境ジャーナリスト　金丸　弘美　氏 

　○概　要　　平戸からフェリーで45分、人口約1,500人の的山大島。 

　　　　　　　そこには昔ながらの日本の風景があります。島の高台 

から見渡すと海岸線へ棚田が広がり、都会に疲れた心を癒します。

島の東側、神浦地区の漁港は伝統的港町の空間を持ち、江戸期以

降の古い家屋が建ち並ぶ、捕鯨で栄えた島。現在、市民団体と行

政が一体となって伝統的建造物群保存に向けての取り組みを進め

ています。今回はその町並みを歩き、その町並みの一角で天然鯛

の茶漬け、新鮮な魚と平戸の天然塩だけで作った魚のすり身を、

その場で揚げていただきます！！ 

※第二フェリー大島平戸発第1便着後、的山港より現地まで送迎

　します。 

●平成20年４月から ●平成20年３月まで 
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◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします ◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします 
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た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 

○
募
集
戸
数
　
14
戸 

　
平
戸
地
区
４
戸
、
生
月
地
区
６
戸
、 

　
田
平
地
区
４
戸 

○
提
出
期
限
　
３
月
21
日(

金) 

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
） 

○
住
宅
の
種
類
　
①
市
営
住
宅
、
②
市
営
一
般

　
住
宅
、
③
特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全
て
の
要

　
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
た
　

基
準
内
で
あ
る
こ
と 

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と 

※
た
だ
し
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
除
く
。 

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居
ま

　
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と 

○
添
付
書
類
　
①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま

　
た
は
所
得
証
明
書
、
②
納
税
証
明
書
、
③
住

　
民
票
謄
本 

○
選
考
方
法
　
選
考
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

　
４
月
か
ら
抽
選
方
式
に
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
　
な
お
、
抽
選
会
は
４
月
上
旬
開
催
の
予
定

　
で
す
。
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

　
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    

○
資
　
格
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
の
被
扶 

養
者
の
う
ち
、
高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・

大
学
校
に
進
学
予
定
、
ま
た
は
、
在
学
し
て

い
る
人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
人 

※
た
だ
し
、
ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
付
を

　
受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。 

○
貸
与
金
額（
月
額
） 

▼
高
　
校
　
　
　
１
万
２
千
円 

▼
高
専
・
専
修
　
１
万
２
千
円
〜
３
万
円 

▼
短
大
・
大
学
　
３
万
円 

○
貸
与
期
間
　
正
規
の
最
短
修
学
年
限
の
期
間

　
貸
与
し
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
休
学
す
る
と
き
な
ど
、
そ
の
期
間

　
に
対
し
て
は
貸
付
し
ま
せ
ん
。 

○
返
還
期
間
　
貸
与
期
間
満
了
の
月
の
翌
月
か

　
ら
据
置
期
間
を
１
年
以
内
と
し
、
貸
付
期
間

　
の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
月
賦
、
半
年

　
賦
、
年
賦
ま
た
は
一
時
に
全
額
返
還
し
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

○
募
集
期
間
　
３
月
３
日（
月
）〜
４
月
30
日（
水
） 

【
お
願
い
】 

　
　
最
近
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を
受
け
て
い
る

　
人
で
、
返
還
で
き
な
い
人
が
増
え
て
困
っ
て

　
い
ま
す
。
貸
付
を
受
け
た
奨
学
生
は
、
卒
業

　
後
必
ず
返
還
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。
奨
学
資
金
の
貸
付
を
希
望
す
る
人
は
、

　
募
集
要
項
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

問 

 

 

消
防
本
部
予
防
課 

 
1
22
‐
３
１
６
７ 

第
１
回 

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内 

問 

 

 

生
月
支
所
産
業
建
設
課 

 
1
内
線
４
１
３
４ 

「
第
５
回
ま
ち
づ
く
り
大
会
」 

を
開
催
し
ま
す 

問 

 

 

市
民
課
戸
籍
住
民
班 

 
1
内
線
２
５
２
２ 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

「
臨
時
延
長
窓
口
」 

 

募
　
集 

       

○
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
〜
第

　
６
類
）
、
丙
種 

○
と
　
き
　
６
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
長
崎
県
立
大
学
ほ
か 

○
受
験
願
書
の
受
付
期
間
　
４
月
14
日（
月
）〜

　
30
日（
水
） 

※
郵
送
の
場
合
は
、
4
月
30
日
の
消
印
ま
で
有

　
効
と
な
り
ま
す
。 

○
受
験
願
書
の
入
手
先
　（
財
）消
防
試
験
研
究

　
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安

　
室
、
長
崎
県
各
振
興
局
・
地
方
局
、
県
内
の

　
各
消
防
署 

     

　
転
勤
な
ど
で
異
動
が
多
い
こ
の
時
期
、
昼
間

忙
し
く
て
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
臨
時

に
市
民
課
窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま

す
。
各
種
証
明
書
の
交
付
ほ
か
、
転
入
・
転
出

届
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

○
延
長
期
間
　
３
月
27
日（
木
）〜
４
月
４
日（
金
） 

※
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
。 

○
延
長
時
間
　
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時 

○
取
扱
窓
口
　
本
庁
市
民
課 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
課
取

　
り
扱
い
事
務
に
限
り
ま
す
。 

※
本
人
お
よ
び
世
帯
主
以
外
の
人
が
住
所
変
更

　
の
手
続
き
を
す
る
際
に
、
委
任
状
が
必
要
な

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
、
ま
た
は

　
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

     

　
本
市
で
は
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成

や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
第
１
次
産
業
の

活
性
化
を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、「
森
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
松
枯

れ
に
よ
っ
て
荒
廃
の
進
む
現
状
や
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
基
調
講
演
の
講
師
に
、
環

境
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ル

ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
宮
脇
昭
先
生
を

お
招
き
し
、
「
い
の
ち
を
守
る
本
物
の
森
を
平

戸
市
生
月
町
か
ら
世
界
へ
」
と
題
し
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

○
と
　
き
　
３
月
８
日（
土
）午
後
１
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

○
内
　
容
　
基
調
講
演
お
よ
び
事
例
発
表 

○
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
横
浜
国
立
大
学
名
誉

教
授
、(

財)

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
国
際
生

態
学
セ
ン
タ
ー
長
。
著
書
に「
あ
す
を
植
え
る
」

な
ど
が
あ
る
。 

平戸ひらめまつりを盛り上げて 
　２月12日、志々伎漁協で、「平戸ひらめおがみ」と記された看

板の贈呈式が行われ、同漁協の松山　繁組合長から（社）平戸観

光協会の籠手田惠夫会長に手渡されました。同漁協は、１月７

日から平戸観光協会が開催している「平戸ひらめまつり」をアピ

ールしようと寄贈したもので、サイズは、縦１m、横幅30cmの

ヒノキ製。今回寄贈された看板は、平戸観光協会を通じて、同

まつりに協賛している宿泊施設など20軒へ贈られました。 

    

　
県
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、
団
体
、
法
人
な
ど

が
自
ら
取
り
組
む
森
林
づ
く
り
活
動
や
森
林
整

備
活
動
な
ど
を
、「
な
が
さ
き
森
林
環
境
税
」を

活
用
し
て
助
成
し
ま
す
。 

○
対
象
と
な
る
活
動
例 

・
植
樹
や
森
林
整
備
に
関
す
る
活
動
　 

・
海
を
は
ぐ
く
む
森
林
づ
く
り
、
炭
を
使
っ
た

　
海
川
の
浄
化 

・
学
校
等
公
共
施
設
へ
の
木
製
品
（
机
、
い
す
、

　
遊
具
な
ど
）
の
導
入 

・
森
林
環
境
学
習 

・
荒
れ
た
竹
林
の
整
備
、
管
理 

○
応
募
締
切
日
　
３
月
31
日（
月
） 

○
事
業
の
対
象
額
　
20
万
円
〜
２
０
０
万
円 

○
応
募
方
法
　
農
林
課
林
務
班
、
ま
た
は
各
支

　
所
産
業
建
設
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

　
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
応
募
の
手

　
引
も
用
意
し
て

　
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　 

　h
ttp
://w

w
w
.n
-n
o
u
rin
.jp
/a
h
/a
g
rilin
k
/ 

sin
rin
/h
2
0
zeik
o
u
d
o
.h
tm
 

 

　この度、山中町の中野バス停に待合所を設置しました。生月地区～

平戸中南部地区間のバス交通は、平戸高校や市民病院へ通うみなさ

んが多く利用されていますが、直行便がなく中野バス停で乗り換えてい

ます。バスを待つ間、雨雪、風や寒さ、日差しをしのぐのに役立つ待合所

が完成しましたので、どうぞご利用ください。 

○総事業費　1,029,000円　○構造　木造ステンレス板葺平屋建○

床面積　6.0m2　　○完成年月日　平成20年２月５日 

中野バス停に待合所が完成しました 
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ご成約の方にプレゼントや特典をご用意しています。 
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お
知
ら
せ 

問 

 

 

税
務
課
固
定
資
産
税
班 

 
1
内
線
２
５
５
０ 

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
・ 

課
税
台
帳
が
閲
覧
で
き
ま
す 

問 

 

 

教
育
委
員
会
生
月
分
室 

 
1
内
線
４
０
１
３ 

ふ
る
さ
と
塾
歴
史
講
座 

「
石
垣
文
化
の
歴
史
と
未
来
」 

問 

 

 

水
道
局
総
務
班 

 
1
内
線
２
８
１
５ 

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

問 

 

 

農
林
課
林
務
班 

 
1
内
線
２
２
６
６ 

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

問 

 

 

農
林
課
農
務
班 

 
1
内
線
２
２
５
８ 

平
成
20
年
産
米
の
生
産
調
整
方
針
の 

参
加
の
お
願
い 

問 

 

 

観
光
商
工
課
商
工
物
産
班 

 
1
内
線
２
２
７
５ 

地
域
の
産
品
・
商
品
ア
ン
ケ
ー
ト 

自
慢
の
商
品
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

問 

 

 

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班 

 
1
内
線
２
５
７
２ 

児
童
扶
養
手
当
の 

一
部
支
給
停
止
に
つ
い
て 

    「
水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の 

　
　
　
　
　
　
届
け
出
は
お
早
め
に
！
」 

　
今
か
ら
の
季
節
は
、
転
勤
や
進
学
な
ど
に
伴

う
異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。
水
道
の「
開
始
」、

「
休
止
」、「
死
亡
に
よ
る
名
義
変
更
」な
ど
の
届

け
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

※
電
話
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す（
平
日
の
み
）。 

※
休
止
の
届
け
出
が
な
い
場
合
、
基
本
料
金
が

　
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

『
水
道
料
金
の
納
付
は 

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
』 

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
申
込
書
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
記
入
の
際
に
は
、
通
帳
と
届
出
印
が

必
要
で
す
。 

※
詳
し
く
は
、
水
道
局
総
務
班
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。
土
・
日
・
祝
日
の
緊
急
用
件

　
は
平
戸
浄
水
場（
1
22
‐
２
５
７
７
）、
ま
た

　
は
神
の
川
浄
水
場（
1
53
‐
０
５
４
４
）へ
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。 

       

　
３
月
１
日
か
ら
、
緑
の
募
金
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。
生
活
環
境
の
緑
化
を
図
り
、
緑
と
の
ふ

れ
あ
い
の
多
い
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
の
緑
化
や
、
水

を
は
ぐ
く
む
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森

林
の
整
備
を
は
じ
め
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
な
ど
幅
広
い
緑
化
事
業
に
利
用
さ
れ

ま
す
。 

○
募
金
の
方
法
　
家
庭
募
金
（
一
世
帯
１
０
０

　
円
）・
職
場
募
金 

○
募
金
活
動
期
間
　
３
月
１
日（
土
）〜
５
月
31 

　
日（
土
） 

    

　
米
政
策
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
新

た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
し
、
そ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　「
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
」で
は
、
生
産

者
（
Ｊ
Ａ
を
含
む
。
）
が
主
体
的
に
生
産
調
整
を

行
い
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
米
価
格
の
安
定
し
た
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
産

調
整
方
針
へ
の
参
加
者
お
よ
び
未
参
加
者
と
を

分
け
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
者

へ
は
適
正
な
需
要
情
報
を
も
と
に
し
た
生
産
量

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
未

参
加
の
み
な
さ
ん
は
、
平
成
20
年
度
は
、
生
産

調
整
方
針
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

　
な
お
、
未
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
各
種
補
助

事
業
の
採
択
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
現
在
の
と
こ
ろ
、
生
産
調
整
方
針
作
成
者
は

　
Ｊ
Ａ
が
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。
方
針
参
加

　
を
希
望
す
る
人
は
、
Ｊ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
を
お

　
願
い
し
ま
す
。 

○
お
問
い
合
わ
せ 

▼
な
が
さ
き
西
海
農
業
協
同
組
合 

　
　
生
月
平
戸
営
農
集
落
セ
ン
タ
ー 

　
1
28
‐
２
８
１
１ 

▼
松
浦
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
９
５
６
‐
72
‐
１
１
４
４ 

    

　
平
戸
市
内
の
地
域
特
産
品
や
料
理
の
情
報
を

収
集
し
、
お
い
し
く
て
地
域
の
特
色
の
あ
る
逸

品
発
掘
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。 

　
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
の
お

い
し
い
も
の
発
掘
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

○
調
査
期
間
　
３
月
１
日（
土
）〜
30
日（
日
） 

○
対
象
商
品
　
産
品
・
料
理
な
ど 

※
平
戸
市
内
の
お
い
し
い
も
の
な
ら
な
ん
で
も

　
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

○
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
　
①
商
品
名
・
料

　
理
名
、
②
お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
③
時
期
、

　
④
推
薦
者
の
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先 

○
提
出
先
　
観
光
商
工
課
商
工
物
産
班
ま
で
Ｆ

　
Ａ
Ｘ（
23
‐
３
３
９
９
）、
ま
た
は
郵
送
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
回
答
様
式
は
、
観
光
商
工
課
商
工
物
産
班
、

　
各
支
所
産
業
建
設
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

お
願
い 
Ｒ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
 

       

　
４
月
１
日（
火
）か
ら
、
平
成
20
年
度
の
固
定

資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す
。 

○
と
　
き
　 

▼
縦
　
覧
　
４
月
１
日（
火
）〜
30
日（
水
） 

▼
閲
　
覧
　
４
月
１
日（
火
）以
降 

○
と
こ
ろ
　
税
務
課
固
定
資
産
税
班
、
各
支
所
、

　
各
出
張
所
、
度
島
連
絡
所（
閲
覧
の
み
） 

○
持
参
す
る
も
の 

▼
本
　
人
　
①
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
（
健

　
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
、
②
印
か

　
ん（
認
印
可
） 

▼
代
理
人
　
①
委
任
状
、
②
代
理
人
の
本
人
確

　
認
が
で
き
る
も
の
、
③
印
か
ん（
認
印
可
） 

【
用
語
説
明
】 

▼
縦
　
覧
　「
土
地（
家
屋
）価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や

　
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
、
ほ
か

　
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
で
き
ま
す
。 

▼
閲
　
覧
　「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」を
見
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土
地
や
家
屋
、
償

　
却
資
産
の
内
容
・
評
価
額
な
ど
を
確
認
で
き

　
ま
す
。
借
地
・
借
家
人
も
閲
覧
対
象
に
な
り

　
ま
す
が
、
閲
覧
で
き
る
の
は
賃
貸
借
関
係
に

　
あ
る
土
地
・
家
屋
に
限
り
ま
す
。 

※
固
定
資
産
税
の
第
１
期
の
納
期
は
、
４
月
30 

　
日（
水
）で
す
。 

    

　
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
生
月
の
積
石
工
集
団
は
、
玄
界
灘
全
域
の
港

や
干
拓
地
な
ど
の
築
造
に
活
躍
し
ま
し
た
が
、

技
術
力
を
高
く
評
価
さ
れ
、
現
代
の
港
湾
建
設

へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
の
歴
史
や
文
化

を
ひ
も
と
い
て
、
石
垣
に
か
け
た
先
人
の
熱
い

思
い
を
、
未
来
へ
結
び
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

○
と
　
き
　
３
月
９
日（
日
）午
後
１
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
元
触
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

○
内
　
容 

①
解
　
説
　「
生
月
島
の
積
石
工
の
歴
史
」中
園

　
成
生（
島
の
館
学
芸
員
） 

②
講
　
演
　
「
日
本
の
伝
統
的
石
垣
の
歴
史
と

　
現
在
」
高
瀬
哲
朗 

氏
（
佐
賀
県
立
名
護
屋
城

　
博
物
館
学
芸
課
長
） 

③
ト
ー
ク
　
「
石
垣
文
化
の
過
去
・
現
在
・
未

　
来
」
高
瀬
氏
、
金
子
　
証
（
島
の
館
館
長
）
、

　
中
園
成
生（
島
の
館
学
芸
員
）
ほ
か 

    

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

手
当
を
受
け
て
か
ら
５
年
（
受
給
対
象
児
童
が

３
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、
そ
の
児
童
が
３
歳
に

達
し
て
か
ら
５
年
）
、
ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
き
か
ら
７
年
の
ど
ち
ら
か
早
い
方
で
、

手
当
の
一
部
が
支
給
停
止（
２
分
の
１
の
額
）と

な
り
ま
す（
養
育
者
は
除
く
。）。 

　
し
か
し
、
次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
場
合
は

一
部
支
給
停
止
さ
れ
ま
せ
ん
。 

①
就
業
し
て
い
る
場
合 

②
求
職
活
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た
活
動
を
行

　
っ
て
い
る
場
合 

③
受
給
者
が
障
害
状
態
に
あ
る
場
合
（
児
童
扶

　
養
手
当
施
行
令
別
表
第
１
に
該
当
す
る
場
合
） 

④
受
給
者
が
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
業
が

　
困
難
な
場
合 

⑤
受
給
者
の
児
童
・
親
族
が
、
障
害
・
負
傷
・

　
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
受
給
者
が
介
護
を
行
う

　
必
要
が
あ
り
就
業
で
き
な
い
場
合 

　
期
間
が
経
過
す
る
受
給
者
に
は
、
経
過
月
の

２
か
月
前
に
通
知
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
送
付

し
ま
す
。 

　
一
部
支
給
停
止
適
用
を
除
外
さ
れ
る
に
は
、

次
の
１
・
２
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

１．  

①
〜
⑤
に
該
当
す
る
人 

　
「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

事
由
届
出
書
」
お
よ
び
「
各
種
関
係
書
類
」
を
、

経
過
月
の
月
末
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
↓
一
部
支
給
停
止
さ
れ
ま
せ
ん
。 

２．  

①
〜
⑤
該
当
し
な
い
人 

　
本
庁
ま
た
は
各
支
所
に
来
庁
し
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
そ
の
上
で
、
求
職
活
動
を
行
い
、
「
関

係
書
類
」
を
経
過
月
の
翌
月
の
月
末
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
↓
一
部
支
給

停
止
さ
れ
ま
せ
ん
。 

※
 

右
記
１
・
２
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

　
↓
一
部
支
給
停
止（
手
当
が
２
分
の
１
） 

　
た
だ
し
、
平
成
20
年
３
〜
５
月
ま
で
の
間
に

経
過
月
を
迎
え
る
人
の
書
類
提
出
期
限
は
６
月

末
日
で
す
。 
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平戸市からのおしらせ 平戸市からのおしらせ 



月　日 時　間 会　　場 

市役所玄関 

市ふれあいセンター 

市多目的研修センター 

的山桟橋前 

JAながさき西海大根坂事業所 

JAながさき西海大島支店給油所 

JAながさき西海大島支店前 

生月町中央公民館 

舘浦出張所 

田平支所 

３月３日（月） 

 

 

３月４日（火） 

 

 

３月10日（月） 

10:00～11:30 

13:00～14:00 

14:30～16:00 

9:30～11:00 

11:00～13:00 

13:00～14:00 

14:00～16:00 

9:00～10:30 

10:40～12:00 

14:00～17:00

〒859-5515 長崎県平戸市鮎川町１-２ 
TEL：0950-27-1303 FAX：0950-26-2223 
E-mail souda-zaimokuten@nifty.com

新築、リフォーム、設計 

住まいのことなら 

なんでもご相談下さい。 

有限会社 

宗田材木店 
長崎県平戸市戸石川町953ｰ5 TEL（0950）22ｰ2360

創業文亀二年 

御菓子司 

カスド－ス・牛蒡餅 元祖 

■１月の交通事故 ■１月末までの 
　　　火災救急件数 件　数 

死　者 

負傷者 
（重傷）０名 （軽傷）６名 （　）内は昨年同期 

火災 

救急 

４件（　　５件） 

130件（103件） 

５件 

０名 

６名 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

氏
　
　
名 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

年
齢 

第
18
回
台
湾
親
善
訪
問
団
員
募
集 

(

社)

平
戸
観
光
協
会 

1
23
‐
８
６
０
０ 

問 

 

 

平
戸
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

平
戸
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合 

1
57-

１
２
５
５ 

問 

 

 

在
宅
就
労
支
援
事
業
の
ご
案
内 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ 

1
０
９
５
７-

28-

３
４
５
１ 

    

　
平
戸
で
生
ま
れ
た
英
雄
、
鄭
成
功
の
遺
徳
を

し
の
び
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
「
鄭
成

功
」
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

台
湾
と
の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

○
訪
問
期
間
　
４
月
28
日（
月
）〜
５
月
１
日（
木
）

　
の
３
泊
４
日 

○
主
な
行
程 

▼
４
月
28
日（
月
）　
台
北
・
花
蓮
視
察 

▼
４
月
29
日（
火
）　
花
蓮
・
高
雄
視
察 

▼
４
月
30
日
（
水
）
　
鄭
成
功
祖
祭
典
に
参
加
・

　
　
　
　
　
　
　
　
台
南
視
察 

▼
５
月
１
日（
木
）　
台
北
視
察 

○
募
集
人
員
　
30
人（
先
着
順
） 

○
参
加
条
件
　
訪
問
終
了
後
に
、
レ
ポ
ー
ト
を

　
提
出
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。 

○
旅
行
代
金
　
13
万
５
千
円 

※
旅
行
代
金
の
ほ
か
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

　
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
そ
の
取
得
に
か
か

　
る
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

○
募
集
締
切
　
４
月
４
日（
金
） 

○
応
募
方
法
　
電
話
、
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
23
‐
８
６
０
１ 

    

　
原
付
免
許
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

○
と
　
き
　
3
月
28
日（
金
） 

○
と
こ
ろ
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ク
ー
ル
松
浦
（
松

　
浦
市
調
川
町
） 

○
受
験
資
格 

・
受
付
時
に
年
齢
が
16
歳
以
上
の
人 

・
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
人 

○
受
付
期
間
　
３
月
10
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

　
平
日
の
み
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
受
付
場
所
　
平
戸
警
察
署
交
通
課
免
許
窓
口 

○
受
験
時
に
必
要
な
も
の 

①
住
民
票
　
１
通
（
本
籍
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
も
の
） 

②
写
真
　
２
枚
（
無
帽
、
無
背
景
で
人
物
が
明

　
確
に
写
っ
て
い
る
写
真
で
、
申
請
前
６
か

　
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。
大
き
さ
縦
３

　
㎝
×
横
2.4
㎝
） 

○
申
請
手
数
料
　
１
千
６
百
50
円 

    

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
は
、

左
記
の
内
容
で
在
宅
就
労
支
援
事
業
を
行
い
、

在
宅
障
害
者
の
収
入
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
長
崎
県
と
の
協
働
事
業
で
す
の
で
、
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
障
害
を
持
つ
本
人
、
ご

家
族
や
関
係
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
問
い

合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

○ 

内
　
容
　 

▼
研
修
　
オ
フ
ィ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

　
本
操
作
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
の
学
習 

▼
在
宅
作
業
依
頼
　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー

　
タ
入
力
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど 

▼
販
売
支
援
　
グ
ル
ー
プ
、
作
業
所
な
ど
で

　
製
作
さ
れ
た
商
品
の
販
売
支
援 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
研
修
し

　
ま
す
の
で
、
在
宅
の
ま
ま
学
べ
ま
す
。 

    

　
５
月
１
日
か
ら
、
自
動
販
売
機
で
タ
バ
コ
を

購
入
す
る
た
め
に
は
、
タ
ス
ポ
（
成
人
識
別
カ

ー
ド
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
タ
ス
ポ
作

成
の
イ
ベ
ン
ト
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

通
常
は
タ
ス
ポ
作
成
に
は
自
分
で
写
真
を
準
備

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
会
場
で

写
真
撮
影
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を
持

参
の
上
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

■善意のともしび 

    【
平
戸
地
区
】 

寳
亀
　
晴 

日
出
男 

中
野
大
久
保 

寳
亀
　
空 

日
出
男 

中
野
大
久
保 

長
島
　
奏
多 

清
文 

度
島
浦 

　
　
　
千
咲 

敏
彦 

清
水
川 

松
本
　
杏 

光
弘 

上
大
垣 

田
口
　
晴
菜 

勉 

清
水
川 

土
田
　
崚
太 

武
嗣 

草
積 

田
中
　
柊
也 

俊
彦 

船
越 

末
吉
　
詩
音 

裕
一
郎 

中
の
原 

古
川
　
優
衣 

明
彦 

度
島
三
免 

田
中
　
桜
大 

二
郎 

船
越 

松
尾
　
心
那 

輝
樹 

戸
石
川 

【
生
月
地
区
】 

岳
下
　
亜
柊 

和
広 

元
触 

田
口
　
怜
聖 

和
義 

浦
北 

【
田
平
地
区
】 

竹
田
　
し
お
り 

耕
太
郎 

下
里 

田
中
　
柊
伍 

潤
一 

米
の
内 

福
井
　
心
春 

友
亮 

小
手
田  

  

    【
平
戸
地
区
】 

辻
村
　
市
雄 

87
歳 

1
／
4
 
飯
良
第
２ 

野
元
　
ジ
ン
子 

88
歳 

1
／
13
 
薄
香
浦 

藤
山
　
ア
ヤ 

67
歳 

1
／
16
 
高
麗
町 

　
永
　
善
一 

83
歳 

1
／
16
 
上
中
津
良 

亀
井
　
ハ
ツ 

89
歳 

1
／
17
 
宝
亀
第
２ 

貞
方
　
次 

95
歳 

1
／
17
 
田
助
在 

山
浦
　
マ
セ 

81
歳 

1
／
18
 
根
獅
子
第
２ 

日
出
柄
　
信
子 

84
歳 

1
／
19
 
白
浜 

山
口
　
キ
リ 

89
歳 

1
／
20
 
獅
子
第
１ 

森
　
　
春
雄 

84
歳 

1
／
24
 
中
の
原 

井
上
　
　
一 

72
歳 

1
／
24
 
度
島
浦 

角
田
　
米
一 

71
歳 

1
／
24
 
川
内
浦 

小
田
　
学 

37
歳 

1
／
25
 
薄
香
越 

立
石
　
正
春 

78
歳 

1
／
26
 
宮
の
町 

岩
田
　
大
臣 

80
歳 

1
／
27
 
中
山 

山
下
　
義
一 

81
歳 

1
／
27
 
神
船 

柴
田
　
政
幸 

83
歳 

1
／
28
 
杉
山 

赤
波
江
　
武
雄 

89
歳 

1
／
28
 
高
麗
町 

堺
屋
　
オ
カ 

91
歳 

1
／
28
 
度
島
浦 

山
野
　
勝 

77
歳 

1
／
30
 
山
野
・
白
石 

石
田
　
サ
ツ
エ 

73
歳 

1
／
30
 
紐
差
第
１ 

山
田
　
量 

66
歳 

1
／
31
 
大
山 

梶
原
　
純
次 

58
歳 

2
／
1
 
木
引
田
町 

石
橋
　
ヒ
サ
ヱ 

89
歳 

2
／
2
 
船
越 

川
上
　
武
美 

83
歳 

2
／
4
 
根
獅
子
第
２ 

岡
　
　
ミ
チ
子 

85
歳 

2
／
6
 
川
内
浦 

椎
木
　
常
雄 

71
歳 

2
／
6
 
大
川
原 

萩
原
　
宗
雄 

63
歳 

2
／
8
 
木
ヶ
津
第
２ 

吉
村
　
伊
八
郎 

82
歳 

2
／
9
 
度
島
中
部 

松
井
　
マ
ツ 

95
歳 

2
／
11
 
野
子 

山
口
　
君
江 

79
歳 

2
／
11
 
田
の
浦 

齊
藤
　
コ
ト 

94
歳 

2
／
11
 
迎
紐
差 

石
田
　
治
八
郎 

82
歳 

2
／
12
 
宝
亀
第
１ 

松
永
　
ヤ
エ 

91
歳 

2
／
13
 
木
引 

【
生
月
地
区
】 

平
松
　
フ
イ 

95
歳 

1
／
16
 
壱
部 

        

田
中
　
カ
ズ
子 

80
歳 

1
／
18
 
壱
部 

塚
本
　
勝
彦 

99
歳 

1
／
22
 
山
田 

大
浦
　
カ
ヨ 

82
歳 

2
／
12
 
元
触 

【
田
平
地
区
】 

白
川
　
八
郎 

87
歳 

1
／
15
 
釜
田 

田
元
　
包
吉 

95
歳 

1
／
16
 
永
田 

田
上
　
重
幸 

80
歳 

1
／
19
 
岳
崎 

稲
澤
　
フ
ジ 

98
歳 

1
／
21
 
大
崎 

奥
田
　
新
一 

76
歳 

1
／
24
 
下
亀 

赤
石
　
ヨ
シ
子 

71
歳 

1
／
30
 
坊
田 

百
合
永
　
郁
子 

73
歳 

2
／
4
 
日
の
浦 

近
藤
　
惠
美
子 

69
歳 

2
／
5
 
下
寺 

森
田
　
オ
エ 

87
歳 

2
／
11
 
日
の
浦 

【
大
島
地
区
】 

近
藤
　
エ
イ
子 

83
歳 

1
／
26
 
的
山
在 

　
　
　
　
　
　
　（
1
／
16
〜
2
／
15
受
付
分
） 

　篤志および香典返しで、次の方々から 
ご寄付がありました（敬称略）。 
ひらどふれあい福祉基金へ 
　○岩の上町　西高野山最教寺奥の院 
　　寒修行詠歌団　代表　邊見　光真 
　　（寒修行における浄財） 

問 

原
付
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す 

平
戸
警
察
署
交
通
課 

1
22
‐
３
１
１
０ 

申 
・ 
問 

ほ
う

き
　
　
　
は
る 

　

ひ
　
で
　
お 

ほ
う

き
　
　
　
そ
ら 

　

ひ
　
で
　
お 

な
が
し
ま
　
　
か
な
た 

　
き
よ
ふ
み 

ふ
じ
　
　
　
　
　
ち

さ
き 

　
と
し
ひ
こ 

ま
つ
も
と
　
　
あ
ん
ず 

　
み
つ
ひ
ろ 

　た

ぐ
ち
　
　
は
る

な 

　つ
と
む 

つ
ち

だ
　
　
り
ょ
う
た 

　
た
け

し 

　た

な
か
　
　
し
ゅ
う
や 

　
と
し
ひ
こ 

す
え
よ
し
　
　

し

お
ん 

　
ゆ
う
い
ち
ろ
う 

ふ
る
か
わ
　
　

ゆ
　
い 

　
あ
き
ひ
こ 

　た

な
か
　
　
お
う

た 

　

じ

ろ
う 

ま
つ

お
　
　
こ
こ

な 

　
て
る

き 

 

た
け
し
た
　
　
あ
し
ゅ
う 

　
か
ず
ひ
ろ 

　た

ぐ
ち
　
り
ょ
う
せ
い 

　
か
ず
よ
し 

 

た
け

だ 

　
こ
う
た
ろ
う 

　た

な
か
　
　
し
ゅ
う
ご 

　じ
ゅ
ん
い
ち 

ふ
く

い
　
　
　
こ

は
る 

　
と
も
あ
き 

       

 

つ
じ
む
ら
　
　
い
ち

お 

　の

も
と 

 

ふ
じ
や
ま 

よ
し
な
が
　
　
ぜ
ん
い
ち 

か
め
い 

さ
だ
か
た
　
　
つ
ぎ 

や
ま
う
ら 

　
ひ
　
で
が
ら
　
　
の
ぶ

こ 

や
ま
ぐ
ち 

も
り
　
　
　
　
は
る

お 

い
の
う
え

　

そ
う
い
ち 

す
み

だ
　
　
よ
ね
い
ち 

　お
　
だ
　
　
ま
な
ぶ 

た
て
い
し
　
　
ま
さ
は
る 

い
わ

た
　
　
た
い
お
み 

や
ま
し
た

　

よ
し
い
ち 

し
ば

た
　
　
ま
さ
ゆ
き 

あ
か

ば

え

　
　
た
け

お 

さ
か
い
や 

や
ま

の
　
　
ま
さ
る 

い
し

だ 

や
ま

だ
　
　
は
か
る 

か
じ
わ
ら
　
　
じ
ゅ
ん
じ 

い
し
ば
し 

か
わ
か
み
　
　
た
け
よ
し 

お
か 

し
い

き
　
　
つ
ね

お 

は
ぎ
わ
ら
　
　
む
ね

お 

よ
し
む
ら
　
　
い

は
ち
ろ
う 

ま
つ
い 

や
ま
ぐ
ち
　
　
き
み

え 

さ
い
と
う 

い
し

だ
　
　
じ

は
ち
ろ
う 

 

ま
つ
な
が 

 

ひ
ら
ま
つ 

　た

な
か 

つ
か
も
と
　
　
か
つ
ひ
こ 

お
お
う
ら 

 

し
ら
か
わ
　
　
は
ち
ろ
う 

　た

も
と
　
　
か
ね
き
ち 

　た

が
み
　
　
し
げ
ゆ
き 

い
な
ざ
わ 

お
く

だ
　
　
し
ん
い
ち 

あ
か
い
し 

　
ゆ
　
り

な
が
　
　
い
く
こ 

こ
ん
ど
う
　
　
え
　
み
　
こ 

も
り

た 

 

こ
ん
ど
う 
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